
1万 5千本のダリア咲く
星の花公園では「初夏のダリア祭」が開かれ、色とりどりのダリアが
訪れる人の目を楽しませています。
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広報 大好評！利用者ぞくぞくパークアンドライド駐車場
節電の夏　
なぜなぜ人権 　「私にとって人権週間とは？」
郷土史サロン②  「矢部川物語(1) 源流を訪ねて」

2～3
4～5
8～9
12

【今月の主な内容】
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３
月
31
日
に
開
業
し
た
八
女
イ

ン
タ
ー
高
速
バ
ス
利
用
者
専
用
駐

車
場
（
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐

車
場
）
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
毎
日

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

駐
車
場
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ

て
導
入
さ
れ
た
、
八
女
イ
ン
タ
ー

バ
ス
停
と
天
神
・
博
多
駅
を
結
ぶ

高
速
バ
ス
「
ひ
の
く
に
号
」
で
使

え
る
「
格
安
」
の
定
期
券
（
茶
の

く
に
八
女
定
期
券
）や
回
数
券（
茶

の
く
に
八
女
回
数
券
）
も
、
好
評

発
売
中
で
す
。
定
期
券
は
、
駐
車

場
が
無
料
で
使
え
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
大
変
好
評
で
、
現
在
32
人
が

ご
利
用
中
で
す
。
４
枚
つ
づ
り
の

回
数
券
も
５
月
末
ま
で
に
２
３
７

冊
の
お
買
い
上
げ
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
朝
７
時
台
の
福
岡
方
面
行

き
の
上
り
バ
ス
停
に
は
、
10
人
を

超
え
る
行
列
が
で
き
る
日
も
あ
り

ま
す
。ま

た
、
４
月
23
日
か
ら
は
、
鹿

児
島
行
き
の
高
速
バ
ス
「
桜
島
」

号
の
八
女
イ
ン
タ
ー
へ
の
停
車
が

新
た
に
始
ま
り
ま
し
た
。
八
女
イ

ン
タ
ー
か
ら
九
州
各
地
へ
の
観
光

や
ビ
ジ
ネ
ス
が
ま
す
ま
す
便
利
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

福
岡
都
市
圏
を
は
じ
め
九
州
各
地

を
つ
な
ぐ
八
女
の
新
し
い
玄
関
口

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

行列ができる朝の八女インターバス停

観光・ビジネスに好位置。八女から広がる高速バス

利用者の声

八女

福岡天神
博多駅

高千穂
延岡

福岡空港

大牟田
荒尾鹿児島

熊本都城
宮崎

大分・長崎
（基山乗換）

ぞく
ぞく

ビ
ジ
ネ
ス
に
観
光
に
ま
す
ま
す
便
利
に

　「茶のくに定期券」にプラス千円
で「福岡都心乗り放題」を付けて
利用しています。今までは、ＪＲと
地下鉄で通勤していましたが、経
費も随分安くなりましたし、通勤時
間も20分短くなりました。座れて
便利で助かっています。

　福岡市に就職が決まり通勤手段を
検討していた時に、ちょうどパークア
ンドライド駐車場ができ、定期券も
発売されるということで決めました。
帰宅する便があと1、2 本多いといい
なと思いますが、安くて便利で助かっ
ています。ありがとうございます。

通勤時間も20分短縮安くて便利で助かっています

問註所康宣さん
（八女市室岡）

馬場健太郎さん
（八女市新庄）

大
好
評
！
利
用
者

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
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下
り
バ
ス
停

ま
で
１
３
０ｍ

（
徒
歩
２
分
）

上
り
バ
ス
停

ま
で
５
５
０
ｍ

（
徒
歩
７
分
）

駐車料金 サービス券あり サービス券なし

入庫から24時間以内 100円
1,000円

入庫から48時間以内 200円

以後48時間以上24時間ごと プラス300円 プラス500円

※送迎利用の場合、入庫から30分以内は無料です。
※サービス券は、八女インターバス停で高速バスを降りる際
に乗務員に申し出て受け取ってください。

茶のくに八女定期券 茶のくに八女回数券
（4 枚つづり・4,600 円）

▼駐車場・高速バスに関する問い合わせ
　西鉄お客様センター
　☎０５７０・００・１０１０ （6時～24時）
　※携帯からは☎092・303・3333
▼定期券発行の際必要な証明書に関する問い合わせ
　八女市役所 地域支援課
　☎２３・１２２４　（平日8時30分～ 17時15分）

八女インター～天神・博多駅、
福岡空港線で利用できる回数
券です。ひのくに号（西鉄・
産交）のみ有効。荒尾～福岡
空港線は利用できません。
⃝発売窓口＝西鉄バス久留米・八女車庫、八女
市観光案内所、久留米バスセンター、西鉄天神
バスセンター等

駐車が 40 台を超える日もある大好評のパークアンドライド駐車場
（57 台収容）

八女インター～天神・博多駅、福岡空港線で利用できます。
ひのくに号（西鉄・産交）のみ有効。荒尾～福岡空港線
は利用できません。
◦一般価格＝ 1 か月 3 万円
※購入の際には証明写真が必要です。
◦八女市民価格＝ 1 か月 27,000 円
※購入の際には証明写真と地域支援課（☎ 23・1224）
発行の証明書が必要です。
★「茶のくに八女定期券」「茶のくに八女回数券」は、「西鉄」
および「産交バス」ひのくに号のみでご利用いただけます。
※バスの各行き先の表示が「ひのくに号」が目印です。
★毎月1日から月末まで有効の定期券です。月の途中で
購入されても1日から月末までが有効期間です。

出掛ける前に、天候や渋滞
で刻々と変わる高速バスの
運行状況をパソコンや携帯
電話でチェック！快適な移動
をお手伝いします。

西鉄高速バス定期券・回数券のご案内

パークアンドライド駐車場のご案内

Ｑバスサーチ

駐車料金無料！

片道
あたり
300円
お得！
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『ライトダウン
ジャパン2012』
実施中！

 

　
今
年
も
電
力
の
需
給
状
況
が
厳

し
い
中
で
、
政
府
や
電
力
会
社
か

ら
節
電
の
要
請
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
福
岡
県
で
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
今
年
も
「
ふ
く
お

か
省
エ
ネ
・
節
電
県
民
運
動
」
を

実
施
し
ま
す
！
こ
れ
は
、
県
民
と

企
業
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
県

を
挙
げ
て
省
エ
ネ
・
節
電
に
係
る

取
組
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
５
つ
の
節
電
基
本
ア
ク
シ
ョ
ン
か

ら
、
実
施
す
る
取
り
組
み
を
宣
言

し
ま
す
。
※
宣
言
方
法
（
次
の
３

つ
の
い
ず
れ
か
一つ
）

▽
携
帯
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
宣
言
。

※
右
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▽
Ｈ
Ｐ
（
ふ
く
お
か
エ
コ
ラ
イ
フ
応

援
サ
イ
ト
）
か
ら
宣
言
。

▽
宣
言
証
を
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
郵

送
で
宣
言
。（
宣
言
証
は
本
庁
社
会

環
境
課
、
各
支
所
市
民
生
活
福
祉

課
、
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
で
お

受
け
取
り
で
き
ま
す
）

②
宣
言
す
る
と
、
県
か
ら
「
エコ
ト
ン

ス
ト
ラ
ッ
プ
」
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

※
昨
年
度
の
エ
コ
ト
ン
ス
ト
ラ
ッ
プ

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
改
め
て

宣
言
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
協
賛
企
業
の
お
店
で
ス
ト
ラ
ッ

プ
を
提
示
す
る
と
、
様
々
な
特
典

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

④
さ
ら
に
、
７
～
９
月
の
電
気
使

用
量
を
昨
年
よ
り
削
減
で
き
た
世

帯
に
、
抽
選
で
県
産
米
、
交
通
系

ポ
イ
ン
ト
（
ニ
モ
カ
、
ス
ゴ
カ
）、
協

賛
企
業
の
提
供
賞
品
等
が
当
た
り

ま
す
。

※
協
賛
企
業
の
情
報
な
ど
詳
し
く

は
「
ふ
く
お
か
エ
コ
ラ
イ
フ
応
援
サ

イ
ト
（http://w

w
w.ecofukuoka.

jp

）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
抽
選
に
あ
た
っ
て
〉

　

電
気
使
用
量
確
認
の
た
め
、
参

加
者
の
委
任
に
基
づ
き
、
九
州
電

力
㈱
か
ら
福
岡
県
に
直
接
情
報
提

供
が
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
エ
コ
ト
ン
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
と
も

に
世
帯
登
録
用
紙
（
委
任
状
）
が

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
抽
選
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
の
世
帯
登
録
用
紙
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　
今
年
の
夏
も
電
力
需
給
に
つ
い

て
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
家
庭
で
も
、
照
明
・
エ

ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
な
ど
電
化
製
品
の

節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
、
県
民
運
動
に
参
加
し
、
特
典

や
商
品
を
楽
し
み
に
取
り
組
ま
れ

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
企
業
向
け
省
エ
ネ
・
節

電
講
座
や
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
相
談

事
業
な
ど
、
事
業
所
編
も
併
せ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
節
電
が
求
め
ら
れ
る
今
年
の
夏
。

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
環
境
部

環
境
保
全
課
地
球
温
暖
化
対
策
係

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
５
６
）

節
電
の
夏

「
ふ
く
お
か
省
エ
ネ
・
節
電

県
民
運
動
」
に
取
り
組
み

ま
せ
ん
か
？

ふ
く
お
か
省
エ
ネ
・
節
電
県
民
運
動
実
施
中

環境省では、地球温暖化防止のため、
ライトアップ施設や家庭の電気を消し

ていただくよう呼びかける『ＣＯ２削減／ラ
イトダウンキャンペーン』を実施しています。
　10 年目の今年は『ライトダウンジャパン
２０１２』と称し、６月２１日㈭～７月７日㈯
までの期間に実施します。その中で、６月
２１日には〔夏至の日（ブラックイルミネー
ション）」を実施し、夜８時～１０時の２時
間程度消灯していただく施設の参加を広く
呼びかけました。次は、７月７日㈯〔七夕（クー
ルアースデー）〕です。ぜひ、皆さまのご協
力をお願いします。

携帯でＱＲ
コードから

宣言しよう！

エコトンス
トラップを
もらおう！

福岡県地球温暖化マスコッ
トキャラクターエコトン

★★★★
★★★★
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今夏における節電へ
の協力のお願い

日
頃
よ
り
節
電
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
社
は
、
現
在
、
原
子
力
発

電
所
の
運
転
停
止
に
伴
い
、
電
力
供
給
力
確
保
の
た
め

最
大
限
の
努
力
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
夏
は
、

昨
年
よ
り
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
節
電
の
効

果
を
見
込
ん
だ
と
し
て
も
、
供
給
力
が
不
足
し
、
電
力

需
給
は
き
わ
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
お
客
様
に
は
、
大
変
な
ご
不
便
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
今

夏
に
お
き
ま
し
て
も
、
次
の
内
容
の
と
お
り
、
節
電
へ
の

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

【
節
電
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
】

■
需
給
ひ
っ
迫
が
予
想
さ
れ
る
、
７
月
２
日
㈪
～
９
月
７

日
㈮
の
平
日
（
８
月
13
日
～
15
日
除
く
）
の
９
時
か
ら

20
時
に
つ
い
て
、「
一
昨
年
比
▼
10
％
程
度
以
上
」
の
使

用
最
大
電
力
の
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
特
に
気
温
が
高
く
電
力
需
要
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
時

間
帯
（
九
州
で
は
13
時
～
17
時
）
に
お
い
て
、
重
点
的

な
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ま
た
、
上
記
期
間
・
時
間
帯
以
外
に
つ
き
ま
し
て
も
、

お
客
様
の
生
活
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
の
節
電
に
、
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
節
電
を
意
識

す
る
あ
ま
り
、
衛
生
面
、
安
全
面
お
よ
び
防
犯
面
で
不

適
切
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日本列島には、毎年７月から１０月を中心に
台風が襲来し、土砂災害や河川の氾濫な

どの自然災害をもたらします。
　昨年は台風１２号により、西日本から北日本
にかけて、山沿いを中心に広い範囲で記録的な
大雨により、97 人の死者・行方不明者を出す結
果となりました。また、同月に上陸した台風１５
号でも、広い範囲で暴風や記録的な大雨により、
死者・行方不明者は 19 人にものぼりました。台
風が近づく危険性が高い場合は、常に台風に関
する情報や避難に関する情報に注意してくださ
い。災害発生の危険性が高まり、市や町から避
難勧告や避難指示などが出された場合には、危
険な状態になる前に、すぐに安全な場所へ避難
しましょう。強い雨や風などによって市や町から
の避難勧告等の呼び掛けが聞き取れないことも
あります。テレビやラジオをチェックし、危険と
思われる場合は速やかに避難することが重要で
す。また、浸水や暴風雨により避難所までの歩
行等が危険な状態になった場合には、自宅や隣
接する建物の上部階へ緊急
的に避難したり、崖から離れ
た側の部屋に移動するなど、
安全を確保するため、臨機
応変な対応を取りましょう。

ふくおか省エネ・節電県民運動

こ
の
夏
は
次
の
５
つ
の
節
電
基
本
ア
ク
シ
ョ
ン
を
参
考
に
、

で
き
る
こ
と
か
ら
省
エ
ネ
・
節
電
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

節電にご協力いただける人に予め登録いた
だき、電力の需給状況が大変厳しい場合、
携帯電話に「緊急時の節電ご協力お願い
メール」を配信します。ぜひご登録いただき、
今夏の節電に、より一層のご協力をお願い
いたします。
※メール配信には、携帯電話メールアドレスの
登録が必要です。
携帯電話版ＨＰ　http://kyuden.jp/

パソコン版ＨＰ　http://www.kyuden.co.jp/

「緊急時の節電ご協力のお願い
メール」登録のお願い

台風に対する備え
八女消防本部 ( ☎２４・１１１0)  



◦
事
業
の
目
的
＝
木
造
住
宅
の
普

及
拡
大
を
促
進
し
、
八
女
材
の
需

要
拡
大
を
図
り
、
も
っ
て
八
女
市

林
業
の
発
展
と
木
材
・
木
造
住
宅

関
連
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

◦
補
助
金
の
額
＝
居
住
用
の
新
築
木

造
住
宅
に
対
し
、
30
万
円
と
す
る
。

◦
採
択
要
件
＝
平
成
24
年
４
月
１

日
以
降
着
工
の
新
築
工
事
に
限
る
。

①
申
請
者
が
八
女
市
内
に
居
住
す

る
た
め
の
新
築
木
造
住
宅
で
あ
る

こ
と
。

②
事
業
の
利
用
は
、
同
一
事
業
施

行
中
に
お
い
て
、
１
回
が
限
度
で

あ
る
こ
と
。

③
木
造
軸
組
工
法
を
基
本
と
す
る

住
宅
で
あ
る
こ
と
。

④
床
面
積
が
50
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
２
４
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で

あ
る
こ
と
。

⑤
八
女
材
の
使
用
量
が
木
材
使
用

量
の
概
ね
80
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を

占
め
て
い
る
こ
と
。

⑥
原
則
と
し
て
、
八
女
市
内
の
建

築
業
者
の
施
工
で
あ
る
こ
と
。

⑦
年
度
内
に
完
成
（
棟
上
等
）
確

認
が
可
能
な
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

⑧
申
請
者
お
よ
び
同
居
す
る
親
族

が
、
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
お

よ
び
税
外
徴
収
金
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
。

　
ま
た
、
事
業
の
推
進
を
図
る
に

は
、
設
計
お
よ
び
建
築
施
工
業
者

の
方
々
の
八
女
材
利
用
の
積
極
的

な
取
り
組
み
が
重
要
な
た
め
、
平

成
24
年
度
か
ら
新
た
に
推
進
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

◦
補
助
金
の
額
＝
１
件
の
事
業
に

お
け
る
設
計
お
よ
び
建
築
施
工
に

つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
と
す
る
。

◦
採
択
要
件
＝
「
平
成
24
年
度
八

女
材
普
及
促
進
住
宅
資
材
助
成
事

業
の
交
付
決
定
を
受
け
た
設
計
又

は
施
工
業
者
で
あ
る
こ
と
」

①
八
女
市
内
の
業
者
で
あ
る
こ
と
。

②
申
請
者
お
よ
び
同
居
す
る
親
族

が
、
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
お

よ
び
税
外
徴
収
金
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
管

轄
の
本
庁
・
各
支
所
で
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
本
庁
林
業
振
興
課
林
政
係

（
☎
２
３
・
１
１
６
８
）

▽
黒
木
総
合
支
所
産
業
経
済
課
林

政
係
（
☎
４
２
・
１
１
１
６
）

▽
上
陽
支
所
建
設
経
済
課
産
業
観

光
係
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

▽
立
花
支
所
産
業
経
済
課
農
林
係

（
☎
２
３
・
４
９
４
０
）

▽
矢
部
支
所
建
設
経
済
課
産
業
観

光
係
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
建
設
経
済
課
産
業
観

光
係
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

※
詳
細
は
、
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

八
女
市
は
、３
万
１
７
５
７
㌶
の
県
内
一
の
広
大
な
森
林
面
積
を
有
し
て
お
り
、

林
業
を
市
の
振
興
発
展
の
柱
と
位
置
づ
け
、
林
業
施
策
の
拡
充
を
図
っ
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
振
興
施
策
の
一
環
と
し
て
、
八
女
材
普
及
促
進

住
宅
資
材
助
成
事
業
を
平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

八
女
材
を
使
用
し
た
新
築

住
宅
に
30
万
円
を
助
成

八
女
材
普
及
促
進
住
宅
資
材
助
成
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

　
吸
器
内
科
の
診
療
に
つ
き

ま
し
て
は
、
諸
事
情
に
よ

り
６
月
末
日
を
も
っ
て
休
診
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
し
た
が
、

こ
の
度
、
診
療
体
制
の
一
部
が
整

い
、
非
常
勤
医
師
に
よ
る
外
来

診
療
に
つ
い
て
は
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
常
勤
医
師
が
不
在

の
た
め
に
、
入
院
加
療
が
必
要

な
患
者
様
等
、
症
状
に
よ
っ
て

は
他
の
医
療
機
関
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
ご
承
知
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
方
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

今
後
と
も
、
急
性
期
医
療
を
担

う
中
核
病
院
と
し
て
の
使
命
を

果
た
す
べ
く
、
一
日
も
早
い
診
療

体
制
の
改
善
に
向
け
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何

卒
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
当
院
診
療
支
援
課
（
☎

２
３
・
４
１
３
１
）
ま
で
遠
慮
な

く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

公
立
八
女
総
合
病
院　

　
　
　

企
業
長　

吉
田　

博

呼 呼
吸
器
内
科
の

診
療
体
制
に
つ
い
て

公立八女総合病院からのお知らせ

◦
販
売
開
始
日
＝
７
月
７
日
㈯

※
７
月
８
日
㈰
も
販
売
し
ま
す
。

以
降
は
平
日
販
売
の
み
と
な
り

ま
す
。

◦
販
売
場
所
＝
八
女
商
工
会
議

所◦
販
売
時
間
＝ 

10 

時
～
17
時

◦
販
売
総
額
＝
１
億
７
千
万
円

◦
販
売
金
額
＝
１
冊
、
１
万
円

で
販
売

※
１
冊
は
、
額
面
５
百
円
の
券

を
22
枚
綴
り

※
22
枚
の
う
ち
、
大
型
店
で
も

使
え
る
の
が
９
枚

◦
購
入
限
度
＝
１
人
５
冊
（
５

万
円
）
ま
で
、
１
世
帯
に
つ
き

50
万
円
以
内

◦
取
扱
店
＝
旧
八
女
市
内
の
取

扱
店
で
使
用
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
商
工
会

議
所
（
☎
２
２
・
５
１
６
１
）

※
売
り
切
れ
た
時
点
で
終
了
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

「
は
ち
ひ
め
商
品
券
」を

発
行
し
ま
す

１
万
１
千
円
分
の
商
品
券

を
１
万
円
で
販
売
！

売
切
御
免
！
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明
治
８
年
に
創
立
さ
れ
た
黒
木
小
学

校
は
、
初
代
校
長
の
漢
学
者・江
碕
濟
先

生
以
来
、地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
が
脈
々

と
引
き
継
が
れ
、国
家
を
担
う
多
く
の
逸

材
や
文
化
人
を
輩
出
し
て
き
た
１
３
７

年
の
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で
す
。

★
学
校
の
教
育
目
標

知
育「
確
か
な
学
力
と
主
体
的
な
学
習

　
　  

態
度
を
身
に
つ
け
た
子
ど
も
」

徳
育「
仲
良
く
助
け
合
い
、自
他
と
も
に

　
　  

大
切
に
で
き
る
子
ど
も
」

体
育「
健
康
で
、た
く
ま
し
い
体
力
と
気

　
　  

力
を
身
に
つ
け
た
子
ど
も
」

　
こ
れ
ら
を
目
標
に
、「
す
く
す
く
学
力

向
上
プ
ラ
ン
」「
さ
わ
や
か
ハ
ー
ト
プ
ラ

ン
」「
す
こ
や
か
元
気
プ
ラ
ン
」を
作
成

し
、知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
子

ど
も
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、「
学
習
・
あ
い
さ
つ
・

健
康
」の
三
つ
の
一
流
を
目
指
し
た
目
標

を
持
っ
て
、自
分
を
高
め
る
努
力
を
し
て

い
ま
す
。瞳
を
き
ら
き
ら
と
輝
か
せ
て
学

ぶ
姿
、い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
に
で
も

気
持
ち
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る

姿
、元
気
に
運
動
場
で
躍
動
す
る
姿
に
、

育
ち
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

★
本
校
教
育
の
特
色

　
黒
木
の
人
・
も
の
・
こ
と
と
交
流
し
、

郷
土
に
学
ぶ
教
育
活
動
で
す
。

◦
低
学
年
の
こ
ろ
か
ら
黒
木
の
豊
か
な

自
然
や
商
店
街
、
公
共
施
設
、
学
び
の

館
等
を
訪
れ
、自
然
や
文
化
・
歴
史
、先

人
た
ち
の
生
き
方
に
学
ぶ
郷
土
学
習
を

６
年
間
系
統
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
４
・
５
年
生
は
伝
統
の
藤
を
一
人
一
鉢

丹
精
込
め
て
育
て
、つ
ぼ
み
が
膨
ら
み
始

め
る
こ
ろ
、校
内
の
各
教
室
や
地
域
の
公

共
施
設
、お
世
話
に
な
っ
て
い
る
所
へ
日

ご
ろ
の
お
礼
を
込
め
て
、鉢
を
届
け
に
行

き
ま
す
。

◦
黒
木
町
の
伝
統
的
な
行
事
「
藤
の
花

神
酒
召
せ
の
式
」や
團
伊
玖
磨
氏
を
偲

ぶ「
だ
ご
汁
忌
」で
は
６
年
生
が
代
表
と

し
て
参
加
し
、
八
女
茶
山
唄
等
の
披
露

を
、学
校
行
事「
黒
木
の
四
季
」で
は
各

学
年
が
地
域
の
先
生
方
か
ら
専
門
的
な

指
導
を
受
け
た
民
謡
や
太
鼓
・
舞
踊
等

の
素
晴
ら
し
い
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
通
し
て
伝

統
を
守
り
、
黒
木
を
愛
し
黒
木
の
未
来

を
拓
く
心
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
育
っ
て
い
ま
す
。

●校長　今村辰子  ●職員数  20人  ●学級数  9   ●児童数　203人

八
女
市
黒
木
町
桑
原
26
番
地
（
☎
４
2
・
０
0
３
9
）

黒
木
小
学
校

学
校
訪
問
25

神酒召せの式での八女茶山唄の披露

「黒木の四季」での太鼓の披露

◆
自
主
納
税

　

市
税
は
、
納
税
者
の
皆
さ

ま
が
定
め
ら
れ
た
期
限
（
納

期
限
）
ま
で
に
、
自
主
的
に

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
原

則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
口
座
振
替

　

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
お
勧
め
し
ま
す
。
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
さ
れ
、

口
座
届
出
印
を
押
印
の
う
え

取
扱
金
融
機
関
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。
一
度
手
続
き
さ
れ
る

と
毎
年
自
動
的
に
更
新
さ
れ

ま
す
が
、
納
税
義
務
者
等
が

変
わ
ら
れ
た
時
は
、
新
た
に

手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
延
長
窓
口

　

毎
週
水
曜
日
に
19
時
ま
で

延
長
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
仕
事
な
ど
の
都
合
に
よ

り
、
開
庁
時
間
内
に
市
税
の

納
付
や
納
税
相
談
な
ど
で
き

な
い
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
延
滞
金
と
は
】

　

督
促
状
や
電
話
で
の
催
告

な
ど
再
三
の
納
付
依
頼
に
応

じ
ら
れ
な
い
場
合
は
、
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
、
滞
納
処
分

の
問
題
が
生
じ
て
き
ま
す
の

で
、
早
め
に
ご
相
談
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

延
滞
金
は
、
納
め
る
税
額

に
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
め

る
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
、

年
14
・６
％
の
割
合
で
計
算
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
納
期
限

の
翌
日
か
ら
１
か
月
を
過
ぎ

る
日
ま
で
は
７・３
％
（
平
成

12
年
１
月
１
日
以
降
は
、
各

年
の
11
月
末
日
の
日
本
銀
行

法
第
15
条
第
１
項
第
１
号
の

規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
商

業
手
形
の
基
準
割
引
率
（
い

わ
ゆ
る
公
定
歩
合
）
に
４
％

を
加
算
し
た
割
合
が
年
７
・

３
％
に
満
た
な
い
場
合
は
そ

の
割
合
）
の
割
合
で
計
算
さ

れ
ま
す
。

※
平
成
24
年
中
は
４・３
％

【
滞
納
処
分
と
は
】

　

督
促
状
や
催
告
書
等
で
納

付
を
促
し
て
い
ま
す
。
納
税

者
が
ま
っ
た
く
納
付
意
欲
が

な
く
納
税
相
談
も
さ
れ
な
い

場
合
は
、
税
負
担
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
に
、財
産
（
給
与
、

預
貯
金
、
電
話
加
入
権
、
不

動
産
ほ
か
）
を
調
査
し
、
差

し
押
さ
え
に
よ
る
滞
納
処
分

が
進
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
場
合
は
、
財
産
の
調

査
の
た
め
滞
納
者
の
勤
務
先

や
取
引
先
へ
の
調
査
を
行
い
、

自
宅
な
ど
の
捜
索
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

差
し
押
さ
え
た
財
産
（
動

産
・
不
動
産
）
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
で
換
価
さ

れ
、
滞
納
し
て
い
る
市
税
な

ど
に
充
当
す
る
な
ど
の
滞
納

整
理
を
進
め
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
相
談
を
・
・
・

▽
風
水
害
、
火
災
そ
の
ほ
か

の
災
害
を
受
け
た
場
合

▽
病
気
に
か
か
り
、
ま
た
は

負
傷
し
た
場
合

▽
失
業
ま
た
は
事
業
を
廃
止

し
た
場
合

　

こ
の
よ
う
に
、
納
期
内
に

納
税
で
き
な
い
特
別
な
ご
事

情
が
あ
る
人
は
、
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
事
情

に
よ
っ
て
は
納
税
猶
予
な
ど

の
制
度
の
適
用
が
受
け
ら
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
督
促

状
を
放
置
し
た
り
、
督
促
状

や
催
告
書
な
ど
を
見
過
ご
し

た
り
し
て
も
税
金
は
な
く
な

り
ま
せ
ん
し
、
問
題
の
解
決

に
も
な
り
ま
せ
ん
。
お
困
り

の
際
に
は
、
お
早
め
に
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
納
税
課
納
税

推
進
係
（
☎
２
３・２
６
６
６
）

市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
随
時
、相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 
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―
ま
ず
、
皆
さ
ん
の
活
動
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い

松
延　

最
も
大
き
な
活
動
と
し
て
は
、
校

区
ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
に
参
加
し
、
交
流

を
図
る
こ
と
で
す
。
こ
の
時
に
、
岡
山
小

の
児
童
・
保
護
者
か
ら
募
集
し
た
人
権
標

語
を
書
い
た
団う

ち
わ扇

を
配
布
し
て
い
ま
す
が
、

大
変
好
評
で
す
。ま
た
、年
に
１
回
で
す
が
、

各
方
面
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、
人
権
講

演
会
を
実
施
し
て
人
権
意
識
の
高
揚
に
も

努
め
て
い
ま
す
。
岡
山
小
の
６
年
生
に
話

を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
地
域
の
お

と
な
の
人
た
ち
も
、
こ
れ
だ
け
人
権
を
大

切
に
す
る
活
動
を
し
て
い
る
ん
だ
よ
」
と
。

子
ど
も
た
ち
も
興
味
を
持
っ
て
聞
い
て
く

れ
て
い
ま
す
。

青
木　

立
花
隣
保
館
で
行
わ
れ
て
い
る
月

２
回
の
日
本
語
教
室
に
、
４
年
間
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
て

い
る
方
は
、
ベ
ト
ナ
ム
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中

国
等
か
ら
結
婚
を
機
に
日
本
へ
来
ら
れ
た

外
国
人
女
性
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
日
本
語

の
勉
強
以
外
に
も
、
母
国
料
理
の
食
事
会

や
地
域
の
子
ど
も
会
行
事
に
参
加
し
て
、

日
本
の
文
化
に
親
し
む
機
会
な
ど
を
持
っ

て
い
ま
す
。
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
は
、
日
本
語

で
の
会
話
か
ら
笑
い
が
生
ま
れ
る
よ
う
な

楽
し
い
教
室
で
す
。

島
村　

25
歳
か
ら
約
20
年
間
、
旧
立
花
町

の
隣
保
館
長
と
し
て
部
落
問
題
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
識
字
学
級
に
は
、
今
も
関

わ
り
を
持
た
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
部
落

問
題
は
自
分
の
歩
み
の
原
点
で
あ
る
と
も

言
え
ま
す
。
毎
日
の
生
活
の
中
で
は
、
一
宗

教
者
と
し
て
、
門
徒
さ
ん
や
法
事
で
の
話

の
中
で
、
か
け
が
え
の
な
い
命
（
生
き
る
こ

と
）
に
ど
う
向
き
合
う
か
と
い
う
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
具
体
的
に
今
、
目
の

前
に
起
こ
っ
て
い
る
課
題
を
取
り
上
げ
て

話
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
農
業
や

食
の
安
全
等
の
身
近
な
問
題
や
、
靖
国
問

題
、
ハ
ン
セ
ン
病
、
原
発
問
題
な
ど
な
ど
。

日
常
的
課
題
を
自
分
の
立
場
で
、
人
権
と

い
う
視
点
で
学
習
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

―
取
り
組
み
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け

は
？

松
延　

人
権
を
守
る
岡
山
の
会
は
、
八
幡

校
区
を
参
考
と
し
平
成
５
年
に
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
結
成
当
初
は
地
元
各
団
体
を
中

心
に
構
成
さ
れ
、
平
成
21
年
度
に
私
も
行

政
区
長
と
し
て
会
の
一
員
に
加
わ
り
ま
し

た
。
会
の
活
動
を
通
じ
て
、
色
々
な
講
演

会
で
話
を
聞
い
た
り
、
被
差
別
部
落
の
方

か
ら
話
を
聞
く
機
会
を
得
る
う
ち
に
、
人

権
問
題
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
、
学
び

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
今
に
至
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
個
人
会
員
を
も
っ
と

私
に
とって
人
権
問
題
と
は

　

７
月
は
、
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
。
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人
権

問
題
に
対
し
て
、
福
岡
県
を
あ
げ
て
そ
の
解
決
に
向
け
て
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
節
目

の
月
で
す
。
八
女
市
に
お
い
て
も
、
街
頭
啓
発
や
講
演
会
な
ど
、
色
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
も
力
に
な
る
の
は
、
市
民
自
ら
が
そ
れ
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
地
域
の
中
で
、
自
主
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
あ
る
３
人
の
方
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
そ
の
取
り
組
み
や
思
い
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆出席者（順不同・敬称略）
〈写真右から〉
○人権を守る岡山の会会長  松延　強

つよし

○真宗大谷派淨慈寺（立花町白木）
住職・島村宣

せん

澄
ちょう

○教育部人権・同和教育課長（司会）
井上　明
○立花日本語学級スタッフ　青木初

はつ

美
み

立花日本語教室のみなさん（奥一番右が青木さん）

岡山校区ふれあい秋まつり
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増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

青
木　

知
人
か
ら
誘
わ
れ
て
、
教
室
の
見

学
に
行
っ
た
こ
と
で
す
ね
。
最
初
は
少
し

で
も
役
に
立
ち
た
い
と
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
逆
に
、
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

島
村　

私
の
出
発
点
は
、
親し

ん
ら
ん鸞

聖し
ょ
う
に
ん

人
の
教

え
で
す
。
当
時
の
被
差
別
の
人
た
ち
の
中

に
、
具
体
的
に
寝
食
を
と
も
に
し
な
が
ら

生
き
て
い
っ
た
、
そ
こ
に
い
る
人
た
ち
の
救

い
と
い
う
事
を
教
え
の
中
心
に
据
え
て
生

涯
を
歩
ん
だ
人
が
親
鸞
聖
人
で
す
。
ま
た
、

学
生
時
代
に
部
落
差
別
問
題
と
の
出
会
い

が
あ
っ
た
こ
と
が
一つ
の
大
き
な
縁
で
、
そ

の
後
、
隣
保
館
で
の
被
差
別
部
落
の
人
た

ち
と
の
出
会
い
の
中
で
、
被
差
別
ゆ
え
に
、

あ
る
意
味
で
は
逆
に
人
間
の
温
か
さ
と
か
、

尊
ぶ
こ
と
な
ど
、
い
ろ
ん
な
人
の
生
き
方
か

ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
差
別
を
な
く
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
と

は
何
で
し
ょ
う
か

松
延　

本
当
の
こ
と
を
知
る
、
正
し
く
学

ぶ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
知
る
機

会
、
学
ぶ
機
会
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
会
の
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
。
一
人

一
人
が
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

青
木　

今
、
市
内
で
も
随
分
と
外
国
人
の

方
を
見
か
け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

も
は
や
外
国
人
の
人
権
問
題
は
、
他
人
事

で
は
な
く
、
身
近
な
人
権
問
題
だ
と
思
い

ま
す
ね
。「
外
国
人
」
で
は
な
く
「
一
人
の

人
間
」
と
し
て
の
尊
厳
を
大
切
に
さ
れ
る
、

「
日
本
に
来
て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
社
会
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

島
村　

学
ん
だ
こ
と
は
返
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の

中
に
色
々
な
課
題
が
あ
る
は
ず
で
す
。
学

ん
だ
も
の
の
責
任
と
し
て
発
信
し
て
い
く

と
か
、
変
革
し
て
い
く
と
か
。
無
理
せ
ず

自
分
の
目
線
で
、
息
長
く
や
っ
て
い
く
い
こ

と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

《
座
談
会
に
参
加
し
て
》

　
人
は
、
一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

い
ろ
ん
な
人
た
ち
と
出
会
い
、
お
互
い
を
認

め
合
う
ほ
っ
と
し
た
温
か
い
関
係
が
生
ま

れ
て
こ
そ
、
安
心
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。み
ん
な
、そ
ん
な
力
を
持
っ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
に
対
す
る
や
さ
し

さ
、
力
強
さ
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
ひ
と

と
き
で
し
た
（
井
上
） 

立花隣保館識字学級の様子（奥左側が
島村さん）

　「社会を明るくする運動」はすべての国民が犯罪や非
行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、
それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない
明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
　犯罪は社会の重大な関心事になっています。刑法犯の
認知件数は平成１４年のピークを過ぎたあと現在は減少
傾向にあるものの、その数は依然として高水準で推移して
います。特に一般刑法犯検挙人員中の再犯者人員および
再犯率は、近年増加・上昇傾向にあります。
　犯罪や非行が生まれるのは地域社会であり、また、罪
を犯した人や非行をした少年の更生を促す場も地域社会
にほかなりません。
　住民の皆様が、少年非行の実態を認識して、地域環境
の浄化に心がけるとともに、罪を犯した人たちや非行をし
た少年の立ち直りを温かい目で見守りつつ、援助の手をさ
しのべ、明るい社会を作りましょう。（八女保護区保護司会）

人
権
の
ま
ち
づ
く
り
市
民

の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す

八
女
市
で
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
様
々
な
人
権
問

題
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
考
え
、解
決
に
向
け
て「
人

権
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

♥
日
時
＝
７
月
29
日
㈰
13
時
30
分
～

♥
内
容
＝
講
演
「
玲
子
、
し
っ
か
り

生
き
て
い
ま
す
」
／
講
師
＝
徳
永
玲

子
さ
ん
（
テ
レ
ビ
キ
ャ
ス
タ
ー
）

黒
木
会
場
（
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー
）

♥
日
時
＝
７
月
７
日
㈯
13
時
30
分
～

♥
内
容
＝
講
演
「
自
分
ら
し
く
生
き

る
」
／
講
師
＝
山
本
華
世
さ
ん
（
テ

レ
ビ
キ
ャ
ス
タ
ー
）

八
女
会
場
（
お
り
な
す
八
女
）

♥
日
時
＝
７
月
21
日
㈯
13
時
30
分
～

♥
内
容
＝
講
演
「
新
ち
ゃ
ん
の
お
笑

い
人
権
高
座
」
／
講
師
＝
露
の
新
治

さ
ん
（
落
語
家
）

立
花
会
場
（
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
）

７月は「同和問題啓発強調月間」および
「社会を明るくする運動月間」



所得段階 対　　象　　者 保険料率 保険料額(年額)

第1段階 ◦生活保護受給者
◦市民税非課税世帯の老齢福祉年金受給者

基準額
×0.50 28,200円

第2段階 ◦本人および世帯全員が市民税非課税
（前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の人）

基準額
×0.50 28,200円

第3段階 ◦本人および世帯全員が市民税非課税
（第1段階・2段階以外の人）

基準額
×0.75 42,300円

第4段階 ◦本人が市民税非課税で世帯員に課税者あり
（前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の人）

基準額
×0.90 50,760円

第5段階
〈基準額〉

◦本人が市民税非課税で世帯員に課税者あり
（第4段階以外の人）

基準額
×1.00 56,400円

第6段階 ◦本人が市民税課税
（前年の合計所得金額が125万円未満）

基準額
×1.15 64,860円

第7段階 ◦本人が市民税課税
（前年の合計所得金額が125万円以上190万円未満）

基準額
×1.25 70,500円

第8段階 ◦本人が市民税課税
（前年の合計所得金額が190万円以上300万円未満）

基準額
×1.50 84,600円

第9段階 ◦本人が市民税課税
（前年の合計所得金額が300万円以上）

基準額
×1.75 98,700円

※基準額 4,700円（月額）

介
護
保
険
制
度
は
、
施
行
か
ら
12
年
が
経
過
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
介
護
給
付
費
が
年
々
増
加
す
る

な
ど
、
社
会
保
障
制
度
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
介
護
給
付
費
の
伸
び
が
全
国
的
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
も
さ
ら
に
高
齢
化
の
進
展
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
介
護
保
険
は
、
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え
る
制
度
と
し
て
、
40
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
市
の
介
護
保
険
制
度
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
保
険
料
で
す
。保
険
料
納
付
へ
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
介
護
認
定
係
（
☎
２
３・１
３
５
３
）

　

介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
費
用
な
ど
か
ら
算
出
さ
れ
た
「
基
準

額
」
を
も
と
に
、
前
年
の
本
人
の
所
得
や

世
帯
の
課
税
状
況
等
に
よ
っ
て
、
９
段
階

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
平
成
24
～
26
年
度

の
八
女
市
の
基
準
額
は
４
７
０
０
円
（
月

額
）
に
な
り
ま
す
。
あ
な
た
が
ど
の
段
階

に
な
る
か
は
、
上
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

　
介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
こ

と
を
「
特
別
徴
収
」
と
い
い
ま
す
。
年
金
が

年
額
18
万
円
以
上
支
払
わ
れ
て
い
る
人
は
、

あ
ら
か
じ
め
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

▼
納
付
書
や
口
座
振
替
で
の
納
付
（
普
通

徴
収
）

　

年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人
や
、
年

度
途
中
で
65
歳
に
な
ら
れ
た
人
、
ほ
か

の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
て
き
た
人
な
ど

は
、
市
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　

市
が
指
定
す
る
金
融
機
関
で
口
座
振
替

の
手
続
き
を
す
る
と
、
翌
月
分
以
降
は
口

座
か
ら
振
替
が
で
き
て
便
利
で
安
心
で
す
。

◦
保
険
料
の
納
付
書　

◦
預
金
通
帳

◦
印
鑑
（
通
帳
の
届
出
印
）

以
上
の
３
つ
を
持
っ
て
、
金
融
機
関
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
活
が
著
し
く
困
難
で
、
資
産
な
ど
を

活
用
し
て
も
保
険
料
を
納
付
で
き
な
い
人

は
、
納
期
ま
で
に
介
護
長
寿
課
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
、減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
災
害
で
著
し
い
損
害
を
受
け
た
。

②
主
た
る
生
計
者
の
所
得
が
激
減
し
た
。

③
生
活
保
護
法
で
定
め
る
基
準
以
下
の
収

入
で
、
現
に
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
要

介
護
認
定
の
申
請
を
し
て
「
介
護
や
支
援

が
必
要
な
状
態
で
あ
る
」
と
認
定
さ
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
介
護
保
険
被
保
険
者

証（
黄
色
）を
窓
口
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
は
、
介
護
長
寿
課
お
よ
び
各
支

所
の
介
護
保
険
担
当
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、
滞
納

期
間
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な
給
付
制
限
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
１
年
以
上
…
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
っ

た
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
利
用
者
が
負

担
し
、申
請
に
よ
り
後
で
保
険
給
付
分
（
９

割
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
１
年
６
か
月
以
上
…
保
険
給
付
の
一
部

ま
た
は
全
部
が
一
時
的
に
差
し
止
め
に
な
り

ま
す
。

●
２
年
以
上
…
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負

担
分
が
、
通
常
の
１
割
か
ら
３
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。
未
納
期
間
が
長
い
ほ
ど
、
こ

の
期
間
も
長
く
な
り
ま
す
。

　

滞
納
額
が
大
き
く
な
る
と
、
ま
と
め
て

納
め
る
と
き
の
負
担
感
も
大
き
く
な
り
ま

す
。
で
き
る
だ
け
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

◦
保
険
料
は
９
段
階

平
成
24
年
度
か
ら
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
し
た
！

◦
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と

◦
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

◦
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
は

◦
口
座
振
替
が
便
利
で
す
！

◦
保
険
料
の
納
付
方
法
は

はい

いいえ

いいえ

はい

125万円以上190万円未満

190万円以上300万円未満

介
護
保
険
料
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

平成24年度の
納入通知書は
７月中に送付
します

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
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▷平成24年度65歳以上の人の保険料です。矢印に沿って、「はい」
「いいえ」で進んでください。

※上限額の段階区分は、それぞれの月の初日
に利用者の属する世帯主および世帯員の課税
状況などにより判断します。
※同一世帯の中に介護保険サービスを受けて
いる人が複数の場合は、世帯合算ができます。

（例）夫は介護保険施設に入所し、妻はデイケ
アを利用中など
※該当すると思われる人に対してのみ、市から
高額介護サービス費支給申請書を送付します。
なお、一度申請していただくと、それ以降は毎
月申請する必要はなくなり、高額介護サービス
費の支給が発生した場合には、指定口座へ自
動的に振り込みをします。その際に、支給対象
者には振り込み前に決定通知書を交付します。

　支払った１割の自己負担額が一定の上限額
を超えた場合は、超えた分が払い戻されます。
ただし、払い戻しができるのは申請月からさか
のぼって２年以内となります。

住民税課税世帯
（下記の区分に該当しない人）

世帯
 37,200円/月

住民税非課税世帯 世帯
 24,600円/月

●合計所得金額と課税年
金収入額の合計が80万
円以下の人
●住民税が世帯非課税で
老齢福祉年金を受けて
いる人

個人
 15,000円/月

●生活保護受給者
●利用者負担を15,000円に
減額することで、生活保護
の受給者とならない場合

個人
 15,000円/月
世帯
 15,000円/月

ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。

介護長寿課介護サービス係
（☎ 23・2545） 

◉手続きに必要なもの
①介護保険証（写し可）　②印鑑　③通帳

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ いいえ
いいえ

老齢福祉
年金を受
給している

同
じ
世
帯
に
市
民
税
を
課

税
さ
れ
て
い
る
人
が
い
る

前年の合計所得金
額＋課税年金収入
額が80万円以下

前年の合計所得金
額＋課税年金収入
額が80万円以下

125万円未満

125万円以上190万円未満

190万円以上300万円未満

300万円以上

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

あ
な
た
が
市
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る

前年の合計所
得金額は？

介護保険料の特別徴収は仮徴収と本徴収に分かれており、通常下
記のように納めていただきます。
▶仮徴収…前年の所得が確定していないため、4・6・8月は、前
年度の2月と同じ額を仮に納めていただきます。
▶本徴収…確定した年間保険料額から、仮徴収で納めた額を差し
引き、残った額を3回に分けて納めていただきます。
本年度は保険料の見直しの年度で保険料が上昇していますので、
なるべく急激な上昇をさけるよう8月以降の4回で徴収額を調整し
ています。

※上記のグラフは第5段階の人をモデルにしています。

あ
な
た
の
保
険
料
段
階
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

介護保険料

平準化しない場合

介護保険料特別徴収を平準化します

平準化する場合

仮徴収 本徴収

平成23年度
年額 47,400

平成24年度
年額 56,400

4月 6月 8月 10月 12月 2月

7,900 7,900 7,900 7,900 7,900 7,900

7,900 7,900 7,900 10,900 10,900 10,900

仮徴収 本徴収

平成23年度
年額 47,400

平成24年度
年額 56,400

4月 6月 8月 10月 12月 2月

7,900 7,900 7,900 7,900 7,900 7,900

7,900 7,900 10,100 10,300 10,100 10,100

高額介護サービス費
支給申請

　　
　申
請はお済みですか？
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私
た
ち
の
八
女
地
方
を
流
れ
る
矢
部

川
は
、
三
つ
の
源
流
か
ら
成
っ
て
い
ま

す
。
矢
部
南
部
の
三
国
山
（
９
９
３
㍍
）

か
ら
発
し
た
川
筋
が
合
流
し
て
い
ま
す

が
、
中
で
も
山
口
地
区
を
流
れ
る
三
国

川
①
が
本
流
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
と
中

央
部
に
位
置
す
る
御
前
岳
（
１
２
０
９

㍍
）
釈
迦
岳
（
１
２
３
０
㍍
）
か
ら
流

れ
出
る
御
側
川
②
が
宮
ノ
尾
で
合
流
し
、

さ
ら
に
５
０
０
㍍
下
っ
た
所
で
矢
部
村
北

部
の
山
々
か
ら
流
れ
出
た
樅
鶴
川
③
を

合
わ
せ
て
矢
部
川
を
作
り
ま
す
。
こ
こ

か
ら
約
２
㌔
下
流
し
、
飯
干
に
来
て
日

向
神
ダ
ム
流
入
と
な
り
ま
す
。（
図
１
）

　

５
月
の
あ
る

日
２
回
に
分
け

て
、
樅
鶴
川
と

御
側
川
の
源
流

を
訪
ね
ま
し
た
。
樅
鶴
川
は
水
量
も
多

く
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
ま
し
た
。
御
側

川
で
は
広
く
岩
石
の
転
が
る
中
に
、
八
ッ

滝
が
豪
快
に
水
を
落
と
し
て
い
ま
し
た
。

２
回
目
は
本
流
の
源
流
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

国
道
４
４
２
号
線
を
県
境
方
向
に
進

み
、
竹
原
に
向
か
う
大
き
な
迂
回
路
か

ら
す
ぐ
右
手
に
行
く
と
奥
の
院
で
す
。

八
知
山
の
北
方
に
な
り
ま
す
。
稲
荷
社

が
祀
ら
れ
る
急
な
小
道
を
進
む
と
、
高

い
岩
盤
か
ら
流
れ
出
る
滝
に
出
会
い
ま

す
。
岩
陰
で
暗
い
中
に
、
水
量
豊
か
な
八

知
の
滝
が
あ
り
ま
し
た
。
源
流
の
一つ
で

す
。
さ
ら
に
八
知
山
中
腹
を
南
へ
、
整
備

さ
れ
た
林
道
を
三
国
山
へ
と
進
む
と
、
２

～
３
㍍
位
の
磐
が
転
が
る
三
国
川
上
流

に
出
ま
し
た
。
地
元
の
案
内
者
佐
藤
一
則

さ
ん
は
「
昔
は
国
境
の
川
で
、
こ
の
辺
に

一
里
石
（
里
程
標
識
柳
川
か
ら
15
里
）
の

標
石
が
あ
る
は
ず
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
標
石
探
し
は
取
り
止
め
ま
し
た
。

山
を
下
り
山
口
地
区
に
向
か
う
途
中
に
、

家
庭
の
飲
料
水
を
取
る
ホ
ー
ス
が
据
え

ら
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

話
は
藩
政
時
代
の
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、こ
の
川
は
御
境
川
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

右
岸
が
久
留
米
藩
、
左
岸
は
柳
川
藩
に

分
割
さ
れ
ま
し
た
。
立
花
宗
茂
が
柳
川

に
再
封
（
１
６
２
０
）
さ
れ
た
時
か
ら
の

国
割
り
で
矢
部
村
は
分
立
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
元
和
７
年（
１
６
２
１
）

の
国
割
り
で
は
、
上
妻
郡
割
り
定
に
は

次
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

一
、
村
は
大
河
切
、
田
畑
は
互
い
に
川

を
越
え
入
り
組
み
候
と
も
、
村
へ
前
々

の
如
く
付
け
申
す
事
。
付
り
、
大
河
は

双
方
半
分
半
分
の
こ
と

と
あ
る
よ
う
に
、
矢
部
と
北
矢
部
と
に

分
れ
ま
し
た
。
し
か
し
川
幅
は
狭
い
し
、

耕
作
も
入
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
人
の
行

き
来
は
で
き
た
よ
う
で
す
。
そ
の
証
拠
に

臨
時
の
丸
太
を
組
ん
だ
架
け
橋
（
び
た

び
た
橋
）
は
矢
部
村
に
一
番
多
か
っ
た
と

言
う
こ
と
で
す
。
詩
人
で
矢
部
村
在
住

の
椎
窓
猛
さ
ん
は
そ
の
詩
集
『
山
峡
木

契
録
』
で
源
流
の
様
子
を
「
岩
を
噛
む

よ
う
な
激
し
い
流
れ
」
と
言
い
、
中
流
で

は
「
な
ん
と
穏
や
か
な
筑
後
訛
り
の
水

の
流
れ
」
と
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

は
豊
か
な
自
然
と
平
和
な
暮
ら
し
が
読

み
取
れ
る
よ
う
で
す
。

　

矢
部
川
の
源
流
地
帯
に
は
官
山
と
呼
ば

れ
た
国
有
林
が
あ
り
ま
す
。
以
前
は
藩
が

所
有
し
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
北
部
の
樅

鶴
川
源
流
地
帯
に
は
樅
鶴
官
山
、
東
部
の

御
側
川
源
流
地
帯
は
御
側
官
山
、
南
部
の

三
国
川
源
流
地
帯
は
正
粉
官
山
で
国
有
林

で
す
。
日
田
営
林
署
が
管
轄
し
て
い
ま
す
。

　

他
国
と
境
を
接
す
る
と
こ
ろ
で
は
境

界
を
め
ぐ
っ
て
の
争
い
も
あ
り
ま
し
た
。

８
０
０
町
歩
に
お
よ
ぶ
八
ッ
滝
山
林
の
去

就
を
め
ぐ
る
も
め
ご
と
で
す
。
文
政
２
年

（
１
８
１
９
）
７
月
、
北
矢
部
の
人
た
ち

が
筑
後
玄
蕃
領
と
し
て
伐
採
し
た
と
こ

ろ
、
前
津
江
方
か
ら
八
ッ
滝
山
林
は
豊
後

領
内
で
あ
る
と
抗
議
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
を
八
ッ
滝
事
件
と
い
い
ま
す
。
日
田
代

官
所
で
は
決
着
が
つ
か
ず
、
江
戸
表
で
の

訴
訟
と
な
り
ま
し
た
。
双
方
が
提
出
し

た
資
料
を
吟
味
し
た
と
こ
ろ
、
豊
後
側
は

天
平
年
間
の
地
図
、
筑
後
側
は
元
禄
年

間
の
地
図
を
元
に
し
て
い
ま
し
た
。
実
測

し
た
と
こ
ろ
境
界
が
は
っ
き
り
し
て
、
筑

後
領
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
水
源
地
帯
で
は
、
木
を
伐
る
こ

と
に
厳
し
い
掟
が
あ
り
ま
し
た
。『
谷
川

組
御
用
日
記
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
録

が
あ
り
ま
す
。
無
断
で
御
用
林
伐
採
の

咎
の
判
決
で
す
。「
元
治
２
年（
１
８
６
５
）

６
月
、
右
の
者
共
儀
、
城
山
と
申
す
御

山
に
お
い
て
薪
木
盗
伐
致
し
候
段
聞
き

届
け
候
。
御
山
の
儀
は
厳
敷
き
御
法
も

こ
れ
有
り
、
規
度
相
守
り
申
す
可
き
の

処
、
そ
の
儀
こ
れ
無
く
不
届
き
の
至
り

に
候
。
就
い
て
は
申
し
付
け
候
次
第
こ

れ
有
り
と
雖
も
、
こ
の
節
迄
は
容
赦
を

加
え
過
料
と
為
し
、
杉
６
千
本
を
差
し

立
て
申
し
付
け
候
。
庄
屋
預
け
差
し
免

じ
候
。
向
後
急
度
相
慎
む
可
き
者
也
」

　

こ
の
よ
う
に
山
林
を
無
断
で
伐
採
す

る
こ
と
は
固
く
禁
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
山

林
の
保
水
力
を
強
く
す
る
た
め
、
昔
か

ら
御
法
は
守
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。
貴

重
な
水
を
蓄
え
る
山
林
は
大
切
に
守

り
、
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。「
元
気
な
水
が
元
気
な
魚

介
類
を
育
て
る
」
と
言
う
こ
と
で
、
柳

川
地
方
か
ら
毎
年
森
林
の
下
草
刈
に
来

て
い
る
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

立
花
町　

平
島　

格

（
案
内
者
＝
椎
窓
猛
さ
ん
・
山
口
久
幸
さ

ん
・
佐
藤
一
則
さ
ん
〔
参
考
文
献
・
矢
部

村
誌
・
谷
川
組
御
用
日
記
〕）

矢部川物語（1）
源流を訪ねて

古
く
よ
り
重
要
だ
っ
た
水
源
地
帯

【図 1】
矢部村地図

①三国川

②御側川

③縦鶴川

豊
か
な
る
矢
部
川
の
源
流
を
た
ど
る

②
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108

25 6
30

◦
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
特

定
の
事
業
＝
匿
名
４
件

※
５
月
末
現
在
累
計
額
＝

１
５
３
２
万
１
３
０
４
円

◦
岡
山
小
学
校
へ

岡
山
小
学
校
父
母
教
師
会
＝
給
食
用

配
膳
台
12
台

◦
立
花
小
学
校
へ

光
友
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
＝
一
輪
車
６
台

◦
星
野
小
学
校
へ

平
成
23
年
度
第
５
回
星
野
小
卒
業
生

一
同
＝
Ｃ
Ｄ
ミ
ニ
コ
ン
ポ

　
本
の
風
土
を
特
徴
づ
け
る『
祭

り
』。
祭
り
に
は
、
地
域
を

一
瞬
に
し
て
賑
や
か
な
空
間
に
変
え
、

人
々
を
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
に
さ
せ

る
不
思
議
な
力
が
あ
り
ま
す
。
五
穀

豊
穣
、
無
病
息
災
、
家
内
安
全
な
ど

豊
か
な
恵
み
や
幸
せ
を
も
た
ら
す
祖

霊
に
祈
り
、
感
謝
を
捧
げ
て
き
た
先

人
た
ち
の
思
い
が
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
く
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
急
激
な
社
会
環
境
の
変

化
に
よ
り
、
祭
り
の
継
承
が
難
し
く
な

り
、
八
女
の
各
地
で
も
消
え
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
祭
り
、
休
眠
す
る
祭
り
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
ま

し
た
『
松
尾
風
流
』
も
そ
の
一つ
。
子

ど
も
が
主
役
の
祭
り
で
「
祭
り
に
育
て

ら
れ
、祭
り
に
生
き
、故
郷
に
生
き
た
」

風
流
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
『
祭
り
』
の
あ
っ
た
こ

と
、
祭
り
に
生
き
た
村
人
た
ち
の
思

い
の
『
火
』
を
一
日
も
早
く
復
活
さ
せ

て
い
け
る
よ
う
市
民
全
体
で
考
え
て

い
く
と
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
人
で

も
多
く
の
皆
様
に
、
懐
か
し
い
故
郷

の
祭
り
の
情
景
が
よ
み
が
え
り
ま
す

事
を
願
い
な
が
ら
、
お
出
か
け
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
期
間
＝
７
月
３
日
㈫
～
29
日
㈰

◦
会
場
＝
横
町
町
家
交
流
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

松尾の風流
先人の思いを、
今一度

横町町家
交流館
7月の催し

■
ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
の
お
礼

（
敬
称
略
）

■
寄
附
の
お
礼
（
敬
称
略
）

◦問い合わせ＝八女市商工会
上陽支所（☎ 54・2851）

7 15
日

★祈願祭＝7月15日㈰10時～須賀神社
★おみこし巡幸＝15 時 30 分～17 時ご
ろまで幼児・小中学生・商工会青年部・
10 基・総勢 330 人が参加します。

《コース》上陽公民館→上陽支所前道路

納
涼

花
火
大
会

観覧場所 上陽保健センター前広場
※ 19 時 30 分から花火終了まで
大門口柴尾線の一部および旧国鉄
北川内駅前線と堂山１線を交通規
制します。※雨天等天候により延
期の場合は 7 月16 日㈷

1,000発の花火

7．15
日

上陽祇園祭

→保健センター前広場→上陽支所前道路→上陽公民館
※子ども法被渡しは14 時 30 分から上陽公民館で行います。
★イベント「花火だよ全員集合」（保健センター前広場）
18：00 ～オープニング／18：10ダンススクール NEW CHILDREN'S ／
18：40カラオケ大会／19：20～チャリティ抽選会／ 20：00～陽の上太鼓

《
お
み
こ
し
》

期
日
＝
７
月
20
日
㈮
21
日
㈯

《
黒
木
納
涼
花
火
大
会
》

期
日
＝
７
月
22
日
㈰
20
時
～

場
所
＝
大
藤
対
岸

祇
園
祭（
黒
木
）

期日＝７月11日㈬ ７月14 日㈯、15日㈰

祇園祭（星野）こっぱげ面

矢
部
川
物
語

◦
期
日
＝
９
月
15
日
㈯

◦
場
所
＝
宮
野
公
園

（
べ
ん
が
ら
村
横
）

詳
細
は
広
報
や
め
８
月
１
日
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
川
物
語

実
行
委
員
会
事
務
局
（
地
域

支
援
課
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

日
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な
が
ら
保
護
措
置
・
案
内
板
等
の
設
置
を
行

う
な
ど
検
討
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
市

内
所
在
の
史
跡
や
中
世
か
ら
戦
国
時
代
に
相

当
す
る
遺
跡
は
相
当
数
に
上
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
山
下
城
周
辺
に
お
い
て
は
造
成
工
事
の

事
前
調
査
と
し
て
周
辺
の
発
掘
調
査
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
今
後
は
調
査
結
果
を
基
と
し

て
、
山
下
城
見
学
の
利
便
性
の
向
上
を
検
討

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　（
文
化
課
）

　
　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

は
が
き
や
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、
本
庁
お
よ
び

各
支
所
に
設
置
し
て
い
る
市
政
目
安
箱
な
ど
を

利
用
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ

　
八
女
イ
ン
タ
ー
バ
ス
停
の
入
口
が
狭
く
、
階

段
が
急
な
こ
と
で
、
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
い
ま
す
。
高
速
バ
ス
停
は
、
八
女
市
と
福
岡

都
市
圏
・
九
州
各
地
を
つ
な
ぐ
大
切
な
玄
関
口

と
し
て
、
市
民
や
訪
問
者
が
快
適
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
平

成
23
年
度
に
は
西
鉄
と
協
力
し
て
専
用
駐
車

場
の
整
備
や
定
期
券
、
回
数
券
の
発
行
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
バ
ス
停
そ
の
も

の
は
昭
和
48
年
建
設
当
時
の
ま
ま
で
、
急
階

段
で
あ
り
上
り
下
り
の
バ
ス
停
も
離
れ
て
い
る

た
め
、
使
い
づ
ら
い
状
況
で
す
。
今
後
さ
ら
に

使
い
や
す
い
高
速
バ
ス
に
な
る
よ
う
、
様
々
な

事
業
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
意

見
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
地
域
支
援
課
）

　
立
花
町
に
あ
る
戦
国
時
代
の
山
下
城
跡
が
、

行
政
の
保
護
・
保
存
・
公
開
等
の
手
を
ま
っ
た

く
受
け
て
い
な
い
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。
大

正
10
年
に
地
元
の
青
年
会
が
建
て
た
碑
の
み

で
す
。
尋
ね
て
来
ら
れ
る
人
が
非
常
に
多
い
の

に
、
案
内
板
・
説
明
板
も
な
く
困
っ
て
い
る
と

も
聞
き
ま
す
。
周
辺
の
調
査
を
し
、
必
要
な

部
分
は
買
収
し
、
城
跡
を
だ
れ
で
も
見
学
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。（
60
代・男
性
）

　
お
手
紙
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
文
化

財
係
と
し
て
も
、
市
内
に
所
在
す
る
城
跡
等
に

対
し
て
何
ら
か
の
対
応
を
し
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
城
跡
を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
見
学
者
の
利
用
度
を
勘
案
し

　
八
女
イ
ン
タ
ー
バ
ス
停
～
福
岡
空
港
を
よ
く

利
用
し
ま
す
。
最
近
は
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
が
重

く
な
り
、
一
般
道
の
入
口
か
ら
高
速
バ
ス
停
ま

で
が
急
階
段
で
あ
り
、
高
齢
の
た
め
運
搬
に

苦
労
し
ま
す
。
そ
こ
で
お
願
い
で
す
が
、
階
段

の
中
央
部
分
を
50
～
60
㌢
ス
ロ
ー
プ
に
改
造

し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
キ
ャ
リ
ー

バ
ッ
グ
の
キ
ャ
ス
タ
ー
を
使
い
、
運
搬
が
楽
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
入
口
の
停
止
柵
も
、
キ
ャ

リ
ー
バ
ッ
グ
が
入
る
程
度
に
広
く
な
れ
ば
幸
い

で
す
。
　
　
　
　
　
　（
70
代
・
男
性
）

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

山や
ま

裾す
そ

の
窯か
ま

元も
と

訪と

ふ
や
ほ
と
と
ぎ
す

葉は
が
く隠

の
里さ
と

は
麦ば
く

秋し
ゅ
う

夕ゆ
う

暮ぐ

る
る

刻こ
く
こ
く々

に
昏く

れ
て
一ひ
と
す
じ

ト
筋
蛍ほ
た
るの
火ひ

翡か
わ

翠せ
み

の
一い
っ
せ
ん閃
に
会あ

ふ
湖こ

畔は
ん

か
な

鐘か
ね

の
音ね

や
一ひ
と
め目
千せ
ん
ぼ
ん本
つ
ゝ
じ
寺で
ら

楠く
す

若わ
か

葉ば

む
せ
る
が
ご
と
き
宮み
や

の
杜も
り

紫
苑
の
会

井
上
ト
シ
子

牛
島　

景
子

堤　

多
鶴
子

中
川
原
篤
子

松
延
み
さ
と

松
崎　

伸
子

八
女
イ
ン
タ
ー
バ
ス
停
に
ス
ロ
ー
プ
を

戦
国
時
代
の
山
下
城
跡
の

保
護
・
保
存
を

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

い
た
ご
意
見
の
趣
旨
は
、
個
人
が
特
定
で
き
る

よ
う
な
こ
と
の
よ
う
に
、
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
十
分
注
意
し
た
上
で
紙
面
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い

て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の 

▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の 

▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不

適
当
と
判
断
す
る
も
の 

声

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 24.7）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファクスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言などお寄せください。将来の八女
市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容については実
現に向けて努力してまいります。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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7月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します
　

星
の
花
公
園
代
表　
　

足あ
だ
ち達　

透と
お
る

さ
ん
（
星
野
）

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
2 ㈪ ,9 ㈪ ,16 ㈷ ,23 ㈪ ,27 ㈮ ,30 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2 ㈪ ,9 ㈪ ,23 ㈪ ,27 ㈮ ,30 ㈪図書館の休館日

7月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

本業は木材会社。「切羽詰まりが挑戦になる。前進しか
ない」と花公園にチャレンジ。「花の手入れは朝早くか
ら夕方まで。一生続けているんじゃないでしょうか」

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

3 ㈫ ,10 ㈫ ,16 ㈷ ,17 ㈫ ,24 ㈫ ,27 ㈮ ,31㈫

43

絵本や紙芝居など親子でお楽
しみください。
♥本館　7日、14日、21日、
28日、※いずれも土曜日14
時から、おはなしコーナーで
♥黒木分館　14日㈯14時～
おはなしコーナー

7 月のよみきかせ

7 月のあかちゃんよみきかせ
0歳～2歳児対象によみきか
せやわらべうたなど。
♥本館　21日㈯11時～
おはなしコーナー
♥黒木分館　26日㈭11時～
おはなしコーナー

　

星
野
村
池
の
山
の
頂
上
、
は
る
か
四

方
の
山
々
を
見
渡
せ
る
場
所
に
あ
る「
星

の
花
公
園
」。
７
㌶
の
敷
地
の
中
に
、
春

に
は
１
万
５
千
本
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
咲
き

誇
り
、
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
２
百

種
類
・
１
万
株
の
ダ
リ
ア
が
訪
れ
る
人

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
一
面
の
花

畑
は
歩
く
ご
と
に
風
景
が
変
わ
り
ま
す
。

　

絶
景
に
魅
せ
ら
れ
山
を
買
い
取
り
、

12
年
の
歳
月
を
か
け
て
自
力
で
花
公
園

を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
足
達
さ
ん
。
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
の
季
節
以
外
に
楽
し
め
る
花
を

と
試
行
錯
誤
の
中
、
知
り
合
い
の
花
農

家
の
勧
め
に
よ
り
1
年
前
か
ら
ダ
リ
ア

を
植
え
ま
し
た
。
本
来
、
ダ
リ
ア
の
開

花
は
夏
か
ら
秋
。一
足
早
く
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
１
月
中
旬
か
ら
ハ
ウ
ス
で
育

て
た
も
の
を
、
種
類
ご
と
に
公
園
に
移

植
し
て
い
ま
す
。
訪
れ
た
人
か
ら
は
「
あ

ま
り
の
美
し
さ
、
種
類
の
多
さ
に
び
っ

く
り
。
周
り
の
風
景
も
素
晴
ら
し
い
」

と
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

「
多
く
の
人
に
星
野
村
を
訪
れ
て
い
た
だ

き
た
い
、
そ
れ
が
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
れ
ば
と
の
思
い
で
花
公
園
を
作
り

ま
し
た
。
標
高
５
百
㍍
の
景
色
と
花
を

見
て
、
皆
さ
ん
笑
顔
に
な
っ
て
帰
ら
れ

る
。ま
た
来
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
。

そ
れ
が
何
よ
り
も
う
れ
し
い
で
す
。
家

族
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
、

園
内
に
は
木
彫
り
の
動
物
園
も
あ
り
ま

す
」
と
笑
顔
で
語
る
足
達
さ
ん
。
毎
年

新
し
い
品
種
が
出
る
ダ
リ
ア
に
、「
ぜ
ひ

星
の
よ
う
に
金
色
に
輝
く
ダ
リ
ア
を
作

り
た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
ま
す
。

　

星
の
花
公
園
の
ダ
リ
ア
は
７
月
に

な
っ
て
か
ら
見
ご
ろ
を
迎
え
、
秋
に
は
こ

ぼ
れ
る
ほ
ど
見
事
に
満
開
を
迎
え
ま
す
。

花で地
域を元気にしたい

★7月の館内整理日は27日㈮★

【
初
夏
の
ダ
リ
ア
祭
】
◦
期
日
＝
７
月
16
日

㈷
ま
で
※
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り
◦
料

金
＝
中
学
生
以
上
５
百
円
、
小
学
生
２
百
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
園（
☎
５
２・３
４
８
７
）

　
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
づ
く
り

の
あ
っ
た
か
い
お
は
な
し
会
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
７
月
28
日
㈯
10
時

30
分
～
◦
場
所
＝
八
女
市
立

図
書
館
立
花
分
館

　
市
民
の
皆
様
に
折
鶴
を

折
っ
て
い
た
だ
き
、星
野
村「
平

和
の
塔
」
に
平
和
の
祈
り
と

し
て
捧
げ
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
図
書

館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
折
り
紙

を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
の
本
を
借
り
て
、

ス
タ
ン
プ
を
全
部
集
め
た
人

に
、
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
さ

し
あ
げ
ま
す
。

◦
期
間
＝
７
月
21
日
㈯
～
９

月
２
日
㈰
◦
場
所
＝
八
女
市

立
図
書
館
本
館
・
各
分
館

　
図
書
館
で
ア
ニ
メ
映
画
の

上
映
会
を
し
ま
す
。（
申
し
込

み
不
要
）

◦
日
時
＝
８
月
５
日
㈰
14
時

～
◦
場
所
＝
八
女
市
立
図
書

館
本
館
２
階

　
夏
休
み
の
自
由
研
究
の
ヒ

ン
ト
と
な
る
資
料
を
展
示
し

ま
す
。

◦
期
間
＝
７
月
１
日
㈰
～
８

月
30
日
㈭
◦
場
所
＝
八
女
市

立
図
書
館
本
館
・
各
分
館

七
夕
お
は
な
し
会

～
楽
し
い
お
は
な
し
の

世
界
へ
よ
う
こ
そ
！
～

折
鶴
に
願
い

を
込
め
て

な
つ
や
す
み
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

わ
く
わ
く
映
写
会

映
画
（
16
ミ
リ
）
を
観
て

わ
く
わ
く
し
よ
う
！
～

自
由
研
究
お
た
す
け
隊
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世
帯
主
（
納
税
義
務
者
）
に
課

税
さ
れ
る
保
険
税
は
、
世
帯
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者
全
員
の
「
医

療
分
」
お
よ
び
「
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
」（
以
下
、「
支
援
分
」）
の

所
得
割
・
資
産
割
（
医
療
分
の
み
）・

均
等
割
・
平
等
割
の
合
計
で
、
40

歳
か
ら
64
歳
の
被
保
険
者
（
介
護

保
険
の
第
２
号
被
保
険
者
）
に
該

当
す
る
人
が
い
る
世
帯
の
保
険
税

は
、
こ
れ
に
「
介
護
分
」
を
加
え

た
額
と
な
り
ま
す
。

第
１
期
に
お
届
け
す
る
納
税
通

知
書
は
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
平

成
25
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
の
保

険
税
額
を
お
知
ら
せ
し
、
７
月
か

ら
３
月
ま
で
の
９
期
（
特
別
徴
収

の
世
帯
は
年
金
支
給
月
の
６
期
）

に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う

に
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。
た
だ

し
、
４
月
１
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で

に
異
動
届
（
出
生
・
死
亡
・
転
入
・

転
出
・
社
保
離
脱
・
社
保
加
入
な

ど
）
を
提
出
さ
れ
た
世
帯
は
、
そ

の
異
動
届
に
よ
り
更
正
（
月
割
計

算
）
を
行
っ
た
税
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
７
月
以
降
に
提
出
さ

れ
た
異
動
届
分
に
つ
い
て
は
、
各
月

お
お
む
ね
８
日
ま
で
の
分
は
当
月

に
、
９
日
以
後
の
届
出
分
は
翌
月

に
保
険
税
額
を
更
正
し
て
納
付
書

（
口
座
の
人
は
通
知
書
）
を
送
付
し

ま
す
。
更
正
後
の
納
付
書
が
届
い

た
と
き
は
、更
正
前
の
納
付
書
（
同

じ
納
期
限
の
も
の
）
は
各
自
で
処

分
し
、
更
正
後
の
納
付
書
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
①
か
ら
③
に
す
べ
て
該
当

す
る
国
保
加
入
者
は
、
納
付
方
法

が
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
）に
替
え
て
特
別
徴
収（
年

金
受
給
額
か
ら
の
自
動
天
引
き
）

と
な
り
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
人

（
①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
）

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
お
り
、
世
帯
の
国
保
加
入
者

全
員
が
65
歳
か
ら
74
歳
で
あ
る

※
世
帯
主
が
会
社
の
健
康
保
険
や

共
済
組
合
加
入
者
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
加
入
者
（
年
度
途
中
で

75
歳
到
達
に
よ
る
途
中
加
入
を
含

む
）
の
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

②
国
保
世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以

上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る

③
国
保
世
帯
主
が
介
護
保
険
料
の

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
対
象

者
で
、
国
保
世
帯
主
の
「
介
護
保
険

料
＋
国
保
税
」
合
計
額
が
「
年
金
支

給
額
の
２
分
の
１
」
を
超
え
な
い

　

今
年
度
初
め
て
特
別
徴
収
に
該

当
す
る
納
税
義
務
者
は
、
第
１
期
・

第
２
期
・
第
３
期
（
７
月
・
８
月
・

９
月
）
を
普
通
徴
収
で
納
付
し
、

第
４
期
～
第
９
期
分
の
金
額
を
年

金
支
給
月
（
10
月
・
12
月
・
２
月
）

の
３
回
に
分
け
て
特
別
徴
収
で
納

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昨
年

か
ら
特
別
徴
収
と
な
っ
て
い
る
人

は
、
所
得
確
定
前
に
24
年
２
月
に

徴
収
さ
れ
た
額
と
同
じ
額
で
仮
徴

収
（
４
・
６
・
８
月
）
が
行
わ
れ
、

前
年
度
の
所
得
確
定
後
に
仮
徴
収

分
を
差
し
引
い
た
額
を
３
期
（
10
・

12
・
２
月
）
に
分
け
て
納
税
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
年
金
天
引
き
の
停
止
を
希
望
さ

れ
る
人
へ
（
口
座
振
替
の
人
）

　

現
在
、
す
で
に
国
保
税
が
年
金

天
引
き
の
世
帯
、
ま
た
は
10
月
か

ら
納
付
方
法
が
口
座
振
替
か
ら
年

金
天
引
き
に
変
わ
る
世
帯
で
、
年

金
天
引
き
の
停
止
を
希
望
さ
れ
る

世
帯
は
、
納
付
方
法
変
更
申
請
に

よ
り
、
申
請
月
の
２
か
月
後
以
降

の
年
金
天
引
き
を
停
止
し
、
指
定

口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
と
な
り

ま
す
（
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
国
保

税
を
納
付
書
で
納
め
て
い
た
人
は
、

先
に
金
融
機
関
で
国
民
健
康
保
険

税
の
口
座
振
替
の
申
込
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
）。

　
申
請
は
印
鑑
持
参
の
う
え
、
市
役

所
市
民
課
国
保
年
金
係
ま
た
は
各

支
所
国
保
担
当
の
窓
口
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
10
月
か
ら
の
天
引
き
の
中

止
を
希
望
す
る
場
合
は
７
月
31
日
㈫

ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
特
別
徴
収
に
な
る
世
帯
は
７
月

に
お
送
り
す
る
納
税
通
知
書
に
特

別
徴
収
税
額
（
10
月
・
12
月
・２
月
、

翌
４
月
）
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
非
自
発
的
失
業
者
の
軽
減

※
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
軽
減
適
用

　

平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
、

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
（
特

定
受
給
資
格
者
）
や
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
る
離
職
（
特
定
理
由
離
職
者
）

を
さ
れ
た
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
平

成
22
年
度
分
か
ら
の
所
得
割
が
一
部

軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
軽
減
期
間
＝
１
年
～
２
年
間
）

■
対
象
と
な
る
人　
離
職
日
の
翌

日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
に

平
成
24
年
度 

国
民
健
康
保
険
税
の
お
知
ら
せ

医療分 介護分 支援分
所得割（Ｈ23年中の所得－33万円）× 7.2％ ア 2.2％ オ 2.7％ ク
資産割 Ｈ24年度固定資産税額× 17.0％ イ ― ―
均等割 被保険者１人当たり 23,000円 ウ 8,000円 力 7,300円 ケ

平等割 １世帯当たり
※特定世帯は（　）の額を減額

22,000円 エ
（11,000円）　

7,000円 キ 7,000円 コ
（3,500円）　

限度額 Ⓐ 510,000円       Ⓑ 120,000円  Ⓒ 140,000円   
※ア～ウおよびク・ケの額はすべての被保険者ごとに、オ・カの額は40歳から64歳の被保険者ごとに計算した額の合計額となります。
★40歳から64歳の加入者がいない世帯の最高額……65万円（Ⓐ ＋ Ⓒ）
★40歳から64歳の被保険者がいる世帯の最高額……77万円（Ⓐ ＋Ⓑ ＋Ⓒ）

平
成
24
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

注）「特定世帯」
75歳到達などにより国
民健康保険を脱退して
後期高齢者医療保険に
加入した人が引き続き
同一世帯に属しており、
現在の国保加入者が1
人の世帯（世帯主変更
があった場合は非該当）

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）
に
つ
い
て

65
歳
か
ら
74
歳
の
人
の
み
国
民
健

康
保
険
に
加
入
す
る
世
帯
主
の
人
へ

▼平成24年度国民健康保険税税率表
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お
い
て
、特
定
受
給
資
格
者
（
倒
産・

解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）
や
特
定

理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な
ど
に

よ
る
離
職
）
と
し
て
求
職
者
給
付

を
受
け
る
人
。

※「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
）
の
離
職
理
由

欄
の
離
職
コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、

22
、
23
、
31
、
32
、
33
、
34
に
該

当
す
る
人
。

※
た
だ
し
、
右
記
に
該
当
す
る
場

合
で
も
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
証

（
65
歳
到
達
以
後
の
離
職
）
の
人
お

よ
び
特
例
受
給
資
格
者
（
短
期
雇

用
特
例
被
保
険
者
の
離
職
）
の
人

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
軽
減
期
間
　
離
職
日
（
平
成
21

年
３
月
31
日
以
降
の
離
職
日
）
か

ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間

※
年
度
途
中
で
会
社
の
健
康
保
険

に
加
入
す
る
な
ど
国
民
健
康
保
険
で

な
く
な
っ
た
場
合
は
終
了
し
ま
す
。

［
例
］
▽
平
成
24
年
３
月
31
日
～
平

成
25
年
３
月
30
日
に
離
職
の
場
合

＝
離
職
日
翌
日
か
ら
平
成
25
年
度

末
ま
で
の
最
大
２
年
間

■
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は

　『
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
』
と

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
市
民
課
国
保

年
金
係
（
ま
た
は
各
支
所
の
国
保
担

当
窓
口
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

６
月
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
軽
減
後
の
額
で

国
民
健
康
保
険
税
の
通
知
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
７
月
以
降
に
申
請
さ

れ
た
場
合
は
後
日
、
保
険
税
の
変

更
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
以
降
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
（
75
歳
以
上
の
人
、

65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
が
あ
る

人
）
の
創
設
に
伴
う
激
変
緩
和
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
軽
減
措
置
が

と
ら
れ
て
い
ま
す
。（
最
大
５
年
間
）

①
す
で
に
軽
減
措
置
（
５
割
・
２

割
）
を
受
け
て
い
る
世
帯
で
、
世

帯
に
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
い
る

場
合
は
、
世
帯
主
変
更
や
世
帯
の

人
員
・
収
入
に
変
更
が
な
け
れ
ば
、

以
前
と
同
様
の
軽
減
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
申
請
不
要
）。

②
特
定
世
帯
は
、
医
療
分
・
支
援

金
分
の
平
等
割
額
が
半
額
に
な
り

ま
す
。

※
特
定
世
帯
の
基
準
日
は
４
月
１

日
。
た
だ
し
、
年
度
途
中
で
世
帯

主
が
変
わ
っ
た
場
合
は
特
定
世
帯

で
は
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
月

か
ら
軽
減
は
非
該
当
と
な
り
、
最

初
に
お
送
り
し
た
年
税
額
に
追
加

分
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
…
国
民
健

康
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

（
75
歳
以
上
の
人
・
65
歳
以
上
で
一
定

の
障
害
が
あ
る
人
が
加
入
）
へ
移
行

し
て
国
保
を
脱
退
し
、
引
き
続
き
同

一
世
帯
に
い
る
人

▽
特
定
世
帯
…
特
定
同
一
世
帯
所

属
者
が
い
る
国
保
加
入
者
が
１
人

の
世
帯
。（
例
：
夫
75
歳
以
上
、
妻

75
歳
未
満
）

　

そ
の
ほ
か
、
旧
被
扶
養
者
（
被

用
者
保
険
加
入
者
本
人
が
75
歳
到

達
等
に
よ
り
後
期
高
齢
者
と
な
り
、

そ
の
扶
養
者
が
国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
場
合
）、
被
災
世
帯
等

に
つ
い
て
も
保
険
税
の
一
部
減
免
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
減
免
の
申

請
に
は
、
納
期
限
の
７
日
前
ま
で

に
年
度
、
納
期
の
別
お
よ
び
税
額
、

減
免
を
必
要
と
す
る
事
由
を
記
載

し
た
申
請
書
に
、
そ
の
事
由
を
証

明
す
る
書
類
を
添
え
て
市
長
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
該
当

す
る
人
は
、
市
民
課
国
保
年
金
係

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ

▽
市
民
課
国
保
年
金
係
（
☎
２
３
・

１
１
１
６
）

▽
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

市
民・税
務
係
（
☎
４
２・１
１
１
３
）

▽
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民

係
（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民

生
活
福
祉
係
（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民

生
活
福
祉
係
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民

生
活
福
祉
係
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

■ 軽減される額（非自発的失業者）
国民健康保険税の所得割を計算する際に、前年中給与所得を 30％とみなし
て所得割率を乗じます。
例 医療分所得割（16 ページ「24 年度保険税」税率表のアの欄）の計算
　前年中給与所得が 150 万の場合⇒その 30％の 45 万を給与所得とみなして計算
　◦軽減なし（前年中給与所得 150 万－基礎控除 33 万）
　　　　　　　　　　×7.2％（医療分所得割率）＝ 84,240 円
　◦軽減あり（前年中給与所得 45 万－基礎控除 33 万）
　　　　　　　　　　×7.2％（医療分所得割率）＝   8,640 円

非自発的失業者にかかる
国民健康保険税軽減の対象期間について
非自発的失業者（注1）は、離職日の翌日の属する月から、その月の属する年度の翌年
度末まで、失業者の給与所得を100分の30として国民健康保険税を算定します。
※ただし、再就職して健康保険に加入する場合はその時点までとなります。

〈注１〉非自発的失業者＝雇用保険の特定受給資格者および特定理由離職者
〈注２〉対象期間＝離職日の翌日の属する月から、その月の属する年度の翌年度末まで

Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

Ｈ20年度
以前

　離職日
　Ｈ20.4.1～ 21.3.30

22年度末まで

Ｈ21年度
22年度末まで

　　　　　23年度末まで

Ｈ22年度
以降

　　23年度末まで

　　　　　24年度末まで

　　24年度末まで

離職日
Ｈ21.3.31

離職日
Ｈ22.3.31

離職日
Ｈ23.3.31

離職日
Ｈ21.4.1～Ｈ22.3.30

離職日
Ｈ22.4.1～Ｈ23.3.30

離職日
Ｈ23.4.1～Ｈ24.3.30

対象期間（注 2）は　　　　
により表され、そのうち施行日以
降で塗りつぶされた期間におい
て保険料（税）が軽減される

施行日
Ｈ22.4.1

対象期間離職日

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
に

伴
う
軽
減
措
置

75
歳
以
上
の
人
と
同
居
す
る
国
民

健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ
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被
保
険
者
ご
と
の
保
険
料
は
、

被
保
険
者
全
員
が
等
し
く
負
担
す

る
「
均
等
割
額
」
と
、
被
保
険
者

の
総
所
得
金
額
等
に
応
じ
て
負
担

す
る
「
所
得
割
額
」
と
の
合
計
額

に
な
り
ま
す
。

▽
均
等
割
額
の
軽
減

　

世
帯
の
所
得
等
に
応
じ
て
、
保

険
料
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
「
世
帯
」
と
は
、
４
月
１
日
時

点
の
世
帯
（
年
度
途
中
で
75
歳
に

な
る
人
、
県
外
か
ら
転
入
さ
れ
た

人
等
は
そ
の
時
点
）
が
基
準
と
な

り
ま
す
。

※
「
軽
減
対
象
所
得
金
額
」
と
は
、

基
本
的
に
は
総
所
得
金
額
等
と
同

じ
で
す
が
、
公
的
年
金
等
収
入
の

場
合
、「
公
的
年
金
等
収
入
‐
公
的

年
金
等
控
除
‐
15
万
円
」
と
な
る

な
ど
、
例
外
が
あ
り
ま
す
。

▽
所
得
割
額
の
軽
減

　

総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
以
下

（
公
的
年
金
の
み
の
場
合
は
、
収
入

額
で
２
１
１
万
円
以
下
）
の
人
は
、

所
得
割
額
が
５
割
軽
減
と
な
り
ま

す
。

▽
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
に
「
会
社
な
ど
の
健
康

保
険
の
被
扶
養
者
」
だ
っ
た
人
は

被
保
険
者
均
等
割
額
が
９
割
軽
減

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
割
額

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
額
の
詳
細
が
記
載
さ
れ

た
「
平
成
24
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
は
、

７
月
中
旬
に
送
付
予
定
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

＝ ＋

均等割額

55,045円
保険料額
（年額）

所得割額
総所得金額等－33万円

×
10.88％（所得割率）

平成24年度
平成25年度

所得割率 10.88%

均等割額 55,045円

賦課限度額 55万円

同一世帯内の被保険者および世帯主の軽減対
象所得金額の合計額 軽減割合 軽減後の均等

割額（年額）
「33万円以下」かつ「被保険者全員が
年金収入80万円以下で、その他の所得
がない」

９割軽減 5,504円

33万円以下 8.5割軽減 8,256円

「33万円＋24万5千円×世帯主を除く被
保険者数」以下 ５割軽減 27,522円

「33万円＋35万円×被保険者数」以下 ２割軽減 44,036円

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
公
費
医
療
係
（
☎
２
３・１
１
１
７
）

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
☎
０
９
２
６
５
１・３
１
１
１
）

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ

れ
ば
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
た
り
猶
予
さ
れ
た
り
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
、
未
納
の
状
態
で
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
故
が
発
生
し
た

場
合
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な

お
、
保
険
料
の
免
除
に
は
、
本
人
、

配
偶
者
、
世
帯
主
の
所
得
基
準
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
基
準
を
満
た

さ
な
い
場
合
は
免
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
市
県
民
税
の

申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
、
所
得
の

審
査
が
で
き
な
い
た
め
申
請
さ
れ
て

も
免
除
承
認
さ
れ
ま
せ
ん
。
申
告

を
し
た
う
え
で
申
請
く
だ
さ
い
。
免

除
や
猶
予
の
種
類
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
保

険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

こ
の
期
間
は
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
、
全
額
納
付
し
た
場
合
の

２
分
の
１
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
「
4
分
の
1
免
除
」「
半
額
免
除
」

「
4
分
の
3
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
申
請
が
必
要
で
す
。
こ
の

期
間
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額

が
、
そ
れ
ぞ
れ
全
額
納
付
し
た
場

合
の
8
分
の
7
、
8
分
の
6
、
8

分
の
5
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
は
、
申
請
者
本

人
の
ほ
か
配
偶
者
や
世
帯
主
の
所

得
も
審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

親
（
世
帯
主
）
と
同
居
し
て
い
る
若

者
は
、
免
除
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
20
歳
代

で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
、
保
険
料
を
後
払
い
に
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

所
得
の
審
査
は
本
人
と
配
偶
者
の

み
で
行
い
ま
す
。

　

猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
年

金
を
受
け
取
る
際
の
受
給
資
格
期

間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※「総所得金額等」とは、前年中の「公的年金等収
入－公的年金等控除」、「給与収入－給与所得控除」、

「事業収入－必要経費」等の合計額で、各種所得控
除前の金額です。

平
成
24
・
25
年
度
の
保
険
料
率
が

決
ま
り
ま
し
た

保
険
料
額
の
算
出
方
法

平
成
24
年
度
の
保
険
料
軽
減
措
置

保
険
料
額
の
通
知

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
・

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
お
知
ら
せ

❖
一
部
納
付（
免
除
）制
度

❖
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

❖
全
額
免
除
制
度

そ
ん
な
時
は
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
保
険
料
免
除
制
度
や
猶
予
制
度
の
ご
利
用
を

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
ち
ょ
っ
と
ム
ズ
カ
シ
イ
…
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現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
平
成

24
年
７
月
31
日
ま
で
の
有
効
期
限

と
な
っ
て
い
ま
す
。
８
月
１
日
か

ら
使
用
で
き
る
被
保
険
者
証
（
み

ず
色
）
の
有
効
期
限
は
、
平
成

25
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
と

な
っ
て
お
り
、
７
月
下
旬
ま
で
に

簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
た
だ

し
、
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合

は
、
通
常
よ
り
短
い
有
効
期
限
の

被
保
険
者
証
を
窓
口
で
交
付
し
ま

す
。
８
月
１
日
以
降
に
受
診
さ
れ

る
と
き
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証

（
み
ず
色
）
を
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
７
月
31
日

ま
で
に
新
し
い
被
保
険
者
証
（
み

ず
色
）
が
届
か
な
い
場
合
は
、
市

民
課
公
費
医
療
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
の
医

療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
、
１
割

ま
た
は
３
割
で
す
。
毎
年
、
前
年

中
の
所
得
を
も
と
に
、
８
月
か
ら
翌

年
７
月
ま
で
の
１
年
間
の
自
己
負

担
割
合
の
判
定
を
行
い
ま
す
。
自

己
負
担
割
合
は
、
通
常
１
割
で
す

が
、
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
い
ず

れ
か
の
人
の
市
町
村
民
税
の
課
税

所
得
が
１
４
５
万
円
以
上※

で
あ
る
場

合
に
は
、
３
割
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
町
村
民
税
課
税
の

所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
で
あ
っ

て
も
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、

市
民
課
公
費
医
療
係
に
申
請
す
れ

ば
１
割
の
自
己
負
担
割
合
と
な
り

ま
す
。

1
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人

以
上
の
場
合

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
収

入
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

2
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
本
人

の
み
の
場
合
（
次
の
㋐
ま
た
は
㋑

に
該
当
）

㋐
本
人
の
収
入
が
３
８
３
万
円
未
満

㋑
本
人
と
同
じ
世
帯
の
70
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
人
の
収
入
の
合
計
額

が
５
２
０
万
円
未
満

※
平
成
24
年
８
月
以
降
の
判
定

　

市
町
村
民
税
の
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、
前

年
の
12
月
31
日
現
在
に
お
い
て
、
被

保
険
者
が
世
帯
主
で
あ
り
、
同
じ
世

帯
に
合
計
所
得
金
額
が
38
万
円
以

下
で
あ
る
19
歳
未
満
の
世
帯
員
が
い

る
場
合
に
は
、
世
帯
主
で
あ
る
被
保

険
者
の
市
町
村
民
税
の
課
税
所
得

か
ら
、
16
歳
未
満
は
１
人
当
た
り

33
万
円
、
16
歳
以
上
19
歳
未
満
は

１
人
当
た
り
12
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
控

除
し
た
後
の
額
が
、
１
４
５
万
円
未

満
と
な
る
と
き
は
、
１
割
の
自
己
負

担
割
合
と
な
り
ま
す
（
こ
の
場
合
の

申
請
は
不
要
で
す
）。

　

現
在
、
使
用
中
の
限
度
額
適
用

･

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
以

下
、減
額
認
定
証
）の
有
効
期
限
は
、

平
成
24
年
７
月
31
日
に
な
っ
て
い

ま
す
。
減
額
認
定
証
を
す
で
に
お

持
ち
の
人
で
、
平
成
24
年
度
の
市

町
村
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
人
に

は
、
８
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
減

額
認
定
証
を
被
保
険
者
証
と
は
別

に
７
月
下
旬
に
お
届
け
し
ま
す
。

【
減
額
認
定
証
と
は
】

　

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課

税
で
あ
る
人
が
入
院
ま
た
は
高
額

な
外
来
診
療
を
受
け
る
際
に
減
額

認
定
証
を
医
療
機
関
窓
口
に
提
示

す
る
と
、
医
療
費
の
自
己
負
担
は

限
度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院
時
の

食
費
・
居
住
費
の
負
担
も
減
額
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
に
減
額
認
定
証
の

交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民

課
公
費
医
療
係
で
の
申
請
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
被
保
険
者
証
②
印
鑑
③
そ
の
他

非
課
税
証
明
書
な
ど
収
入
額
を
証

明
す
る
も
の
や
入
院
期
間
を
確
認

で
き
る
も
の
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

た
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付

し
た
場
合
に
比
べ
て
受
け
取
る
年
金

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
期
間
に
つ
い
て
は
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
保
険
料
の
追
納
（
後
払

い
）が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
数
え
て

3
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納

す
る
場
合
は
、
承
認
を
受
け
た
当
時

の
保
険
料
額
に
、
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係
、
ま

た
は
各
支
所
の
年
金
の
窓
口
で
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
必
要

な
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⃝
国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年

金
番
号
通
知
書

⃝
退
職
（
失
業
）
し
た
人
が
申
請

す
る
際
は
、
雇
用
保
険
受
給
者
証
、

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

※
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
八
女

市
に
住
ん
で
い
な
か
っ
た
人
は
、
平

成
24
年
１
月
１
日
に
住
ん
で
い
た
住

所
地
で
の
所
得
証
明
が
必
要
で
す
。

　

国
民
年
金
の
免
除
な
ど
の
承
認

期
間
は
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で

で
す
。
平
成
24
年
度
の
免
除
申
請

は
７
月
２
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

※
平
成
23
年
度
（
平
成
23
年
７
月

か
ら
平
成
24
年
６
月
ま
で
）
の
免
除

な
ど
の
申
請
は
平
成
24
年
７
月
末
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
請
が
お

済
み
で
な
い
人
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保
年
金

係
（
☎
２
３・１
１
１
６
）

黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市

民
・
税
務
係
（
☎
４
２・１
１
１
３
）

立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民

係
（
☎
２
３・４
９
３
２
）

上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
市
民
生

活
福
祉
係
（
☎
７
２・２
２
２
２
）

矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民

生
活
福
祉
係
（
☎
４
７・３
１
１
１
）

星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民

生
活
福
祉
係
（
☎
５
２・３
１
１
３
）

８
月
か
ら
被
保
険
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

被
保
険
者
証
の
自
己
負
担
割
合
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

限
度
額
適
用･

標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
（
減
額
認
定
証
）
が

８
月
に
更
新
と
な
り
ま
す

❖
申
請
は
７
月
か
ら

❖
将
来
の
年
金
受
給
額
を

確
保
す
る
た
め
に

❖
手
続
き（
申
請
）に
つ
い
て

月
に
一
度
、
久
留
米
年
金
事
務
所
の
職

員
が
個
別
に
年
金
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
を
ご
希
望
す
る
人
は
、
前
日
ま
で
に
同

事
務
所
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
お
越
し

の
際
は
、
年
金
証
書
、
身
分
証
明
書
等
を

持
参
く
だ
さ
い
。

◦
相
談
日
＝
７
月
18
日
㈬
・
８
月
17
日
㈮

◦
時
間
＝
10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

◦
会
場
＝
八
女
商
工
会
議
所

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
事
務
所

（
☎
０
９
４
２
・
３
３
・
６
２
１
５
）

※
年
金
の
受
給
や
請
求
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
☎
０
５
７
０
・

０
５
・
１
１
６
５　

☎
０
３
・
６
７
０
０
・

１
１
６
５
）

談

相

年

金

国 民 年 金み な のん
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立
花
町
北
山
の
千
間
土
居
公
園

で
６
月
３
日
㈰
、
福
岡
県
消
防
協

会
西
八
女
支
部
主
催
の
水
防
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
八
女
市
消
防

団
、
八
女
市
立
花
消
防
団
、
広
川

町
消
防
団
の
団
員
ら
総
勢
２
２
５

人
が
、
八
女
消
防
本
部
の
指
導
の

も
と
、
各
種
水
防
工
法
を
訓
練
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
年
、
梅
雨
時
期
を
迎

え
る
６
月
上
旬
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
土
の
う
作
成
要
領
を
は
じ
め
、

改
良
積
み
土
の
う
工
法
や
シ
ー
ト

張
り
工
法
、
釜
段
工
法
な
ど
、
中

山
間
地
を
多
く
抱
え
る
八
女
地
域

の
水
害
時
に
多
く
用
い
ら
れ
る
各

種
工
法
を
実
際
に
経
験
し
ま
し
た
。

消
防
団
員
は
災
害
現
場
を
想
定

し
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
指
導
教

官
の
説
明
を
聞
き
、
一
致
団
結
し

て
素
早
く
確
実
に
作
業
に
あ
た
っ

て
い
ま
し
た
。
訓
練
終
了
後
、
杉

山
八
女
消
防
署
長
が
「
今
回
の
各

種
工
法
は
、
管
内
で
の
水
害
時
に

多
く
用
い
る
工
法
で
す
。
今
日
は

好
天
に
恵
ま
れ
作
業
し
や
す
い
環

境
で
し
た
が
、
実
際
の
災
害
現
場

で
は
こ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
安
全

第
一
を
心
が
け
、
住
民
の
生
命
・

身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
講
評
を
述
べ
ま

し
た
。

土
橋
町
内
で
は
町
内
を
流
れ
る

「
福
島
小
学
校
横
の
川
」「
土
橋
川
」

「
五
丁
野
川
」
の
３
つ
の
川
を
３
月
、

６
月
、
11
月
に
３
回
掃
除
を
し
て

い
ま
す
。
６
月
３
日
㈰
に
実
施
し
た

川
掃
除
に
、
今
回
は
土
橋
消
防
団

８
人
と
子
ど
も
会
８
人
と
保
護
者

６
人
が
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
現

住
世
帯
は
90
世
帯
を
割
っ
て
い
ま

す
が
、
参
加
者
数
は
97
人
と
、
中

に
は
１
世
帯
４
人
の
参
加
も
あ
り

ま
し
た
。
子
ど
も
会
は
ご
み
の
運
搬

を
、
消
防
団
は
こ
の
日
に
あ
わ
せ
て

川
へ
放
水
し
な
が
ら
防
火
訓
練
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
川

が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。「
福
島

校
区
」
を
流
れ
る
川
掃
除
が
同
時

に
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
校
区
の

水
路
も
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
小
川
博
文
）

男
女
が
輝
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
め

総
会
時
の
記
念
事
業
と
し
て
５
月
26

日
㈯
、
社
会
福
祉
会
館
で
子
育
て
ア

ド
バ
イ
サ
ー
の
高
田
悦
也
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

「
大
家
族
で
子
ど
も
も
た
く
さ
ん
い
て

祖
父
母
や
親
せ
き
・
兄
弟
な
ど
み
ん

な
で
子
育
て
を
し
て
い
た
時
代
か
ら
、

現
在
の
核
家
族
化
時
代
は
子
育
て
の

や
り
か
た
も
当
然
変
わ
っ
て
い
く
。
子

ど
も
は
失
敗
か
ら
学
ぶ
の
で
、
期
待

通
り
に
な
ら
な
い
時
に
も
温
か
く
見

守
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
話
に
、
参
加

者
は
大
き
く
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

八
女
伝
統
工
芸
館
で
5
月
23
日

㈬
か
ら
27
日
㈰
に
か
け
て
も
ん
ぺ

博
覧
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
も
ん
ぺ
を
通
し
て
久
留
米
絣
の

良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
昨
年

に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
色
や
柄
の
も
ん
ぺ
が

展
示
・
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
着
こ
な
し
方
の
紹
介
や
も
ん
ぺ

の
型
紙
も
販
売
さ
れ
、
古
く
て
新

し
い
絣
も
ん
ぺ
の
魅
力
に
多
く
の

人
が
触
れ
て
い
ま
し
た
。

子どもも大人も一緒になって掃除をしました

さまざまな色や柄のもんぺが飾られていました

今の子育て事情について語る高田さん

災害現場を想定した訓練に懸命に取り組みました

町
内
会
あ
げ
て
川
掃
除

子
育
て
事
情
を
学
ぶ 

男
女
が
輝
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
め

久
留
米
絣
の
魅
力
に
触
れ
た
も
ん
ぺ
博
覧
会

水
害
に
備
え
て
　
西
八
女
支
部
水
防
訓
練

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

20
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第
29
回
八
女
茶
山
唄
日
本
一
大

会
が
６
月
３
日
㈰
黒
木
体
育
館
で

行
わ
れ
、
４
歳
か
ら
92
歳
ま
で
の

総
勢
１
７
５
人
が
自
慢
の
の
ど
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
Ｔ
Ｖ
Ｑ
九
州

放
送「
き
ら
り
九
州 

め
ぐ
り
逢
い
」

の
旅
人 

寿
一
実
さ
ん
が
飛
び
入
り

参
加
さ
れ
、
大
会
に
花
を
添
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
（
７
月
７
日
㈯

19
時
か
ら
放
送
予
定
）。
少
年
少

女
の
部
を
除
く
４
部
門
の
優
勝
者

で
競
う
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
青
年

の
部
優
勝
の
田
中
裕
子
さ
ん
（
熊

本
県
大
津
町
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

各
部
門
優
勝
者　

 　
（
敬
称
略
）

▽
少
年
少
女
の
部　

道
田
詞
美
（
佐
賀
県
佐
賀
市
）

▽
壮
年
の
部

草
場
純
子
（
佐
賀
県
武
雄
市
）

▽
高
年
の
部

遠
山
明
美
（
熊
本
県
宇
城
市
）

▽
寿
年
の
部

緒
方
絹
代
（
熊
本
県
熊
本
市
）

心
を
落
ち
着
か
せ
て
正
座
を
し

静
か
に
お
茶
を
い
た
だ
い
て
、
心
を

は
ぐ
く
む
経
験
を
し
よ
う
と
６
月

６
日
㈬
、
長
峰
保
育
所
で
お
茶
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
ク

ラ
ス
の
子
の
祖
母
に
あ
た
る
森
田
了

子
表
千
家
教
授
。
子
ど
も
た
ち
は

正
座
を
し
て
、
和
菓
子
を
食
べ
、
た

て
て
も
ら
っ
た
星
野
産
の
抹
茶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
お
い
し
い
」「
も

う
一
回
飲
み
た
い
」
と
感
想
を
話
す

子
ど
も
た
ち
。
わ
ず
か
な
時
間
で

し
た
が
、
長
い
歴
史
を
持
つ
お
茶
道

に
ふ
れ
、貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

バ
ン
ブ
ー
ギ
タ
ー
製
作
者
の
中

山
修
さ
ん
（
久
留
米
市
城
島
在
住
）

が
６
月
４
日
㈪
、
三
田
村
市
長
を

表
敬
訪
問
し
製
作
し
た
バ
ン
ブ
ー

ギ
タ
ー
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

中
山
さ
ん
は
、
１
９
６
０
年
か

ら
ス
ペ
イ
ン
の
ギ
タ
ー
工
房
で
ギ

タ
ー
製
作
を
学
び
２
０
０
１
年
か

ら
竹
で
つ
く
る
バ
ン
ブ
ー
ギ
タ
ー

を
自
宅
工
房
で
製
作
さ
れ
、

各
国
で
開
催
さ
れ
る

ギ
タ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ

ル

に
も
招
待
さ
れ
る
な
ど
、
バ
ン
ブ
ー

ギ
タ
ー
の
普
及
活
動
に
力
を
注
が

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
０
６

年
か
ら
八
女
市
立
花
町
で
、
バ
ン

ブ
ー
ギ
タ
ー
製
作
者
の
養
成
に
も

力
を
入
れ
ら
れ
、
現
在
12
人
の
製

作
志
望
者
に
技
術
を
伝
授
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
山
さ
ん
製
作
の
バ
ン

ブ
ー
ギ
タ
ー
は
、
プ
ロ
の
ギ
タ
リ

ス
ト
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
お
り
、

ギ
タ
リ
ス
ト
の
村
治
佳
織
さ
ん
か

ら
も
注
文
を
受
け
、
村
治
さ
ん
の

も
と
へ
中
山
さ
ん
か
ら
手
渡
し
で

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
バ
イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ

ロ
の
製
作
に
も
手
が
け
ら
れ
、
八

女
産
の
竹
が
高
級
楽
器
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
贈
ら
れ

た
ギ
タ
ー
は
、
お
り
な
す
八
女
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
女
市
立
花
体
育
館
で
６
月
２

日
㈯
、
平
成
24
年
度
八
女
市
立
花

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
小
学
５・６

年
を
対
象
に
、
防
火
に
関
す
る
技

術
を
身
に
つ
け
る
と

と
も
に
、
防
火
意
識

の
高
揚
と
、
団
体
社

会
を
通
し
て
規
律
あ

る
態
度
を
身
に
つ
け
、

健
全
な
心
身
を
作
る

こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
の

ク
ラ
ブ
員
は
立
花
小

支
部
16
人
、
筑
南
小

支
部
14
人
の
併
せ
て
30
人
。
新
た

に
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
５

年
生
17
人
を
代
表
し
て
、
立
花
小

支
部
の
上こ
う
づ
ま
た
け
る

妻
健
さ
ん
と
筑
南
小
支

部
の
塩し

お
つ
か
ま
り
な

塚
茉
梨
奈
さ
ん
が
任
命
書

の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ

員
は
「
私
た
ち
は
、
火
の
用
心
に

努
め
ま
す
」
な
ど
の
７
つ
の
誓
い

を
述
べ
ま
し
た
。
大
会
に
引
き
続

き
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、
機
敏

な
行
動
を
求
め
ら
れ
る
規
律
訓
練

や
、
放
水
訓
練
、
ロ
ー
プ
結
索
訓

練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

バンブーギター製作者の中山さん（左）

△バンブーバイオリン

消防署員から指導を受けながら放水訓練
をする少年消防クラブ員

友だちが運んできたお茶を飲むさくら組の子どもたち

茶山唄を披露する参加者

お
茶
道
に
ふ
れ
る

八
女
茶
山
唄
日
本
一
決
ま
る 

八
女
茶
山
唄
日
本
一
大
会

バ
ン
ブ
ー
ギ
タ
ー
製
作
者 

中
山
修
さ
ん
が
市
長
を
表
敬
訪
問

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
防
災
に
ふ
れ
る
　
八
女
市
立
花
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
大
会
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お
知

ら
せ

⃝
日
時
＝
７
月
６
日
㈮
15
時
30
分
～

⃝
場
所
＝
筑
後
特
別
支
援
学
校

⃝
内
容
＝
模
擬
店
め
ぐ
り
、
お
み
こ

し
、
寄
宿
舎
太
鼓
、
抽
選
会
な
ど

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・
０
５
９
１
）

⃝
日
時
＝
７
月
８
日
㈰
八
女
伝
統

工
芸
館
８
時
集
合
、
乗
り
合
わ
せ

で
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
へ

⃝
コ
ー
ス
＝
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド（
約
７
㌔
）

⃝
参
加
費
＝
会
員
無
料
、一
般
百
円

（
保
険
料
含
む
）
弁
当
各
自
持
参

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会・鶴
さ

ん（
☎
０
９
０・３
３
２
６・３
１
３
３
）

　
八
女
保
護
区
保
護
司
会
で
は
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
環
と

し
て
行
い
ま
す
。
中
高
生
の
真
摯

な
意
見
発
表
が
あ
り
ま
す
。

⃝
日
時
＝
７
月
14
日
㈯
13
時
～

⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モニ
ー
ホ
ー
ル

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
１
）

　
図
書
館
フ
ェ
ア（
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、

紙
芝
居
等
）、
福
祉
フ
ェ
ア
（
講
義
、

等
）
を
同
時
開
催
。
入
場
無
料

⃝
日
時
＝
７
月
15
日
㈰
10
時
～
15
時

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
九
州
大
谷
短
期
大

学
（
☎
０
９
４
２・５
３・９
８
９
５
）

　
犬
山
漁
業
協
同
組
合
主
催
。
参

加
費
無
料
で
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
が
、
小
学
３
年
生
以
下
は

保
護
者
の
付
き
添
い
が
必
要
。
ア
ユ

の
つ
か
み
取
り
大
会
も
行
い
、
先
着

１
５
０
人
に
は
お
に
ぎ
り
や
ア
ユ
の

塩
焼
な
ど
の
昼
食
を
用
意
し
ま
す
。

⃝
期
日
＝
７
月
22
日
㈰
※
当
日
６

時
か
ら
８
時
ま
で
参
加
受
付

⃝
場
所
＝
犬
山
ダ
ム
（
黒
木
町
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
総
合
支
所

産
業
経
済
課
（
☎
４
２・１
１
１
６
）

⃝
日
時
＝
７
月
29
日
㈰
10
～
13
時

　

人
生
は
先
達
に
学
べ
！
〝
人
と

な
り
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
名
人
〟が
、

私
た
ち
へ
人
生
の
教
訓
や
ヒ
ン
ト
、

学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
語
り
ま
す
。

第
１
回
『
西
郷
隆
盛
』、
無
料
。

⃝
日
時
＝
８
月
26
日
㈰
10
時
～
12
時

⃝
場
所
＝
社
会
福
祉
会
館
３
階

⃝
募
集
＝
70
人
（
先
着
順
）

⃝
語
り
手
＝
今
長
谷
照
子
さ
ん（
元

篠
栗
町
立
図
書
館
副
館
長
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
７
月

９
日
㈪
～
７
月
23
日
㈪
平
日
９
時

～
17
時
に
電
話
で
受
付

東
公
民
館
（
☎
２
３
・
５
２
７
６
）

西
公
民
館
（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

※
第
２
回
『
立
花
宗
茂
』
は
10
月

28
日
㈰
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

就
業
の
た
め
に
ワ
ー
ド
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
し
た
い
人
対
象
。
託
児
あ

⃝
場
所
＝
共
生
の
森

⃝
内
容
＝
竹
の
遊
び
（
竹
と
ん
ぼ
・

竹
う
ま
等
）、
紙
の
遊
び
（
折
り
紙

や
新
聞
紙
等
）、
バ
ザ
ー
（
じ
ゃ
が

い
も
ま
ん
じ
ゅ
う
・
か
き
氷
等
）

※
新
１
年
生
の
七
夕
き
ご
う
（
要

申
し
込
み
、
先
着
50
人
、
表
装
紙

代
８
０
０
円
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代
交
流
館

「
共
生
の
森
」（
☎
２
２
・
２
２
５
７
）

　

青
年
海
外
協
力
隊
の
体
験
談
や

実
際
の
現
場
か
ら
の
お
話
、
ま
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
世
界
が
も
し
１

０
０
人
の
村
だ
っ
た
ら
）
で
楽
し

く
国
際
理
解
が
で
き
る
講
座
で
す
。

（
参
加
無
料
・
要
申
込
）

⃝
講
師
＝
横
溝
和
壽
さ
ん
（
八
女

市
出
身
で
現
在
海
外
在
住
）

⃝
対
象
＝
小
学
高
学
年
以
上
。
子

ど
も
だ
け
の
参
加
も
、
親
子
で
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
。
興
味
の
あ
る

人
も
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

⃝
日
時
＝
７
月
26
日
㈭
14
時
（
受

付
13
時
30
分
～
）
16
時
終
了
予
定

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル

⃝
定
員
＝
１
０
０
人

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
お
り

な
す
八
女
（
☎
２
２
・
５
３
３
２
）

※
託
児
は
１
週
間
前
ま
で
要
申
込

り
。
定
員
15
人
。
受
講
料
千
円
、

テ
キ
ス
ト
代
２
千
円
程
度
。

⃝
期
間
＝
７
月
30
日
㈪
～
８
月
10

日
㈮
※
土
日
を
除
く
10
日
間

⃝
時
間
＝
９
時
～
12
時

⃝
申
込
締
切
＝
７
月
25
日
㈬

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
公
民

館
（
☎
３
７
・
１
５
２
２
）

　

男
ノ
子
焼
・
柳
屋
窯
元
を
講
師

に
迎
え
、
皿
・
カ
ッ
プ
・
花
器
な
ど

を
作
り
ま
す
。
受
講
料
３
千
円
。

⃝
日
時
＝
７
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

13
時
30
分
～
16
時
30
分

⃝
定
員
＝
20
人
（
10
人
以
上
で
開

催
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝

統
工
芸
館
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

⃝
日
時
＝
８
月
４
日
㈯
、
８
月
５
日

㈰
10
時
～
12
時

筑
後
特
別
支
援
学
校
寄
宿
舎
夏
ま
つ
り

共
生
の
森
「
七
夕
ま
つ
り
」

八
女
地
区
青
少
年
弁
論
大
会

第
15
回
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
り
大
会

お
り
な
す
公
開
講
座

「
海
外
で
働
く
！
」

九
州
大
谷
短
期
大
学
公
開
イ
ベ
ン
ト

健
康
ウ
オ
ー
ク（
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
）

陶
芸
教
室

Ｃ
Ｓ
２
級（
ワ
ー
ド
）検
定
対
応
講
座

陶
芸
教
室

東・西
公
民
館「
人
物
歴
史
講
座
」

空き家を売りたい・貸したい人が
いらっしゃいましたら、下記まで
お問い合わせください。
⃝募集対象エリア＝黒木町・上陽
町・立花町・矢部村・星野村
⃝問い合わせ＝八女市空き家バン
ク情報センター【黒木総合支所内】
☎４２・１１１１（内線４１１）
★受付時間＝平日9時～17時
※お越しの際は必ず事前にお電話
ください。

空き家情報を募集しています♪

教
室
・
講
座

◦日時＝10 月21日㈰ 10 時～14 時（予定）
◦会場＝八女公園◦対象（資格）＝八女
市内にお住まいの人、またはグループや団
体※民間企業の人は対象外とします。◦基
準＝営利を目的としないもので、環境問題
に取り組まれるもの◦内容＝リサイクルなど
を目指した作品・製品・調査など展示でき
るもの※不用品バザーは対象外です。◦出 
展料＝無料◦募集期間＝7 月2日㈪～ 7
月20日㈮※社会環境課および各支所等に
申込用紙を準備しています。
◦審査＝申し込まれた内容を審査し、出展
の採用・不採用を決定します。
◦申し込み・問い合わせ＝社会環境課（☎
23・1462）／黒木総合支所市民生活福祉
課（☎ 42・1463）／立花支所市民生活
福祉課（☎ 23・4933）／上陽支所市民
生活福祉課（☎ 54・2218）／星野支所市
民生活福祉課（☎ 52・3113 ／矢部支所
市民生活福祉課（☎ 47・3111）

第8回 テーマ「みんなで楽しくリサイクル」
環境フェア出展募集
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イ
ズ
な
ど
を
し
ま
す
。
小
学
５
・
６

年
生
と
そ
の
保
護
者
対
象
、
７
月

９
日
㈪
か
ら
電
話
で
申
し
込
み
受

付
。
先
着
52
人
（
親
子
26
組
）。

⃝
日
時
＝
８
月
24
日
㈮
10
時
～
12
時

⃝
場
所
＝
久
留
米
裁
判
所
１
号
法
廷

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
所

（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・
５
３
８
７
）

　

見
え
に
く
さ
に
よ
る
学
習
の
困
難

を
解
決
す
る
工
夫
な
ど
学
び
ま
す
。

⃝
対
象
＝
見
え
方
、
目
の
使
い
方
に

心
配
の
あ
る
小
中
学
生
と
保
護
者

⃝
日
時
＝
８
月
１
日
㈬
13
時
40
分

～
16
時
※
７
月
６
日
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
４
・
７
３
・
２
２
６
３
）

（
O
０
９
４
４
・
７
３
・
６
２
９
１
）

⃝
大
会
日
時
＝
８
月
26
日
㈰

⃝
募
集
期
間
＝
７
月
14
日
㈯
ま
で

８
時
30
分
～
17
時

⃝
対
象
者
＝
八
女
市
民
（
小
学
生

以
上
）
※
小
学
生
・
中
学
生
・
高

校
生
は
標
準
記
録
を
超
え
た
者

⃝
募
集
人
数
＝
〈
一
般
の
部
〉
制
限

な
し
〈
少
年
の
部
〉
35
人

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
各
個
人

の
記
録
に
基
づ
い
て
選
考
し
ま
す
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合

体
育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

⃝
時
間
＝
10
時
～
12
時

⃝
対
象
＝
小
学
生
の
グ
ル
ー
プ
、
小

学
生
以
下
の
子
ど
も
と
保
護
者
の

グ
ル
ー
プ
な
ど

⃝
参
加
料
＝
▽
中
学
生
以
上
４
０

０
円
▽
４
歳
～
小
学
生
２
０
０
円

⃝
定
員
＝
１
日
当
た
り
20
人
程
度

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木

総
合
支
所
産
業
経
済
課

（
☎
４
２
・
１
１
１
５
）

⃝
会
場
＝
立
山
球
場

⃝
日
程
＝
８
月
19
日
㈰
（
開
会
式
19

時
～
）
～
10
月
下
旬

⃝
参
加
費
＝
５
０
０
０
円

⃝
申
込
期
間
＝
７
月
１
日
㈰
～
７

月
15
日
㈰
※
抽
選
会
は
７
月
28
日

㈯
19
時
総
合
体
育
館
研
修
室
で

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合

体
育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

太
鼓
を
た
た
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

20
歳
以
上
の
人
対
象
、
男
女
は
問

い
ま
せ
ん
。
参
加
費
無
料
。

⃝
日
時
＝
７
月
13
日
㈮
～
８
月
31
日

㈮
、
毎
週
金
曜
19
時
30
分
～
21
時

⃝
場
所
＝
多
世
代
交
流
館
共
生
の
森

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
信
國
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
９
０
７
１
・
０
８
７
２
）

　

参
加
者
体
験
型
模
擬
裁
判
、
ク

　

初
心
者
も
、
も
っ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
た
い
人
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

⃝
期
日
＝
７
月
の
水
・
木
・
金
曜
日

⃝
場
所
＝
筑
後
広
域
公
園
運
動
場

⃝
ク
ラ
ス
＝
▽
幼
児
16
時
～（
60
分
）

▽
小
学
生
１
・
２
年
17
時
～
▽
３
・

４
年
生
17
時
30
分
～
▽
５
・
６
年

生
18
時
30
分
～
（
小
学
生
90
分
）

⃝
参
加
費
＝
１
回
千
円

⃝
申
し
込
み
＝
筑
後
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ（
☎
０
９
４
２・５
３・０
０
３
９
）

　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
「
く
つ
ろ

ぎ
の
森
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
」で
は
、

夏
休
み
特
別
企
画
と
し
て
、
子
ど

も
向
け
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
す
。
森
の
案
内
人
と

一
緒
に
、
鳥
や
虫
の
観
察
な
ど
を
通

し
て
自
然
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
期
間
＝
８
月
18
日
㈯
～
22
日
㈬

⃝
日
時
＝
毎
月
第
２
土
曜
日

第
１
回
７
月
14
日
㈯
20
時
～

⃝
参
加
費
＝
３
０
０
円（
会
員
無
料
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　

水
が
苦
手
な
人
や
も
っ
と
上
手
に

泳
ぎ
た
い
人
募
集
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

⃝
期
日
＝
７
月
24
・
25
・
26
・
27
・

31
、
８
月
１
・
２
日
（
計
７
日
間
）

※
最
終
日
に
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

（
石
原
勝
記
）
さ
ん
の
指
導
を
計
画
。

⃝
会
場
＝
八
女
市
民
プ
ー
ル（
べ
ん
が
ら
村
）

⃝
時
間
＝
17
時
～
19
時

⃝
参
加
費
＝
１
５
０
０
円
（
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
保
険
代
含
む
）

⃝
申
し
込
み
＝
７
月
15
日
㈰
八
女

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
13
時
30

分
～
14
時
受
付
※
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

⃝
会
場
＝
八
女
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
総
合
体
育
館
北
隣
）

⃝
参
加
費
＝
１
５
０
０
円
（
材
料

費
）
１
日
分

⃝
申
込
期
間
＝
７
月
１
日
㈰
～（
各

日
12
人
ず
つ
。
先
着
順
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合

体
育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

⃝
期
間
＝
７
月
25
日
～
10
月
26
日

（
毎
週
水
曜
と
金
曜
）

⃝
時
間
＝
19
時
40
分
～
21
時
40
分

⃝
場
所
＝
八
女
市
弓
道
場

⃝
参
加
費
＝
５
千
円
（
教
材
費
）

⃝
申
込
締
切
＝
７
月
22
日
㈰

⃝
申
し
込
み
＝
総
合
体
育
館

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
高
橋
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
２
７
１
４・
１
９
９
５
）

　

誰
も
が
気
楽
に
楽
し
め
る
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室
。
室
内
用
運

動
靴
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

柳
河
支
援
学
校
わ
く
わ
く
教
室

市
長
旗
ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会

太
鼓
の
体
験
講
座

弓
道
教
室

ア
ビ
ス
パ
福
岡
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

小
学
生
水
泳
教
室

裁
判
所
親
子
見
学
会

県
民
体
育
大
会
水
泳
競
技
選
手

く
つ
ろ
ぎ
の
森
探
検
隊

　八女市内を２泊３日で巡り、市内の
自然や文化・伝統工芸・観光資源を再
発見するツアーを行います。今回は、「い
ちばん」をテーマに、市内にある一番
のものを探します。
⃝期日＝８月８日㈬～10日㈮
⃝コース＝

《１日目》八女～上陽～星野～矢部（泊）
《２日目》矢部～黒木（泊）
《３日目》黒木～立花～八女
⃝募集対象・定員＝市内在住の小学６
年生 40 人（先着順）
⃝参加費＝３０００円
⃝申込期間＝７月４日㈬～１７日㈫
⃝申し込み・問い合わせ＝男女共同参
画・生涯学習課（☎２３・１３１８）
※詳しくは、小学校を通じて配布して
いますチラシをご覧ください。

「ぐる～っと八女探検隊」
２０１２参加者募集

⃝営業日＝7/14㈯～7/16㈷、7/21㈯～9/２㈰
※休館日＝毎週第２・第４月曜日
⃝営業時間＝【スライダープール】〈平日〉
10 時～16 時〈土日・祝日〉10 時～17 時

【２５ｍプール】〈全日〉10 時～18 時
⃝利用料金＝〈中学生以上〉７00 円、　
　〈４歳～小学生〉500 円
※利用料金には温泉大浴場の利用料も
含む※プール監視員も募集しています
⃝問い合わせ＝べんがら村（☎24・3339）

べんがら村プールオープン

【古布のよみがえり展 in尾久保】◦日時＝ 7月 12日㈭ 10時～ 15時◦場所＝みんなの館（元尾久保小
学校◦内容＝午前・作品展示、講習会／午後・ふぁっしょんしょー◦問い合わせ＝同館（☎ 54・3900）
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⃝
募
集
住
宅
＝
県
内
の
県
営
住
宅
※

詳
細
は
募
集
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い

⃝
募
集
案
内
書
の
配
布
・
受
付
期

間
＝
７
月
17
日
㈫
～
７
月
25
日
㈬

⃝
配
布
場
所
＝
都
市
計
画
課
、
黒

木
総
合
支
所
お
よ
び
各
支
所
窓
口

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

社
（
☎
０
９
２・７
８
１・８
０
２
９
）

①
一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

⃝
試
験
＝〈
１
次
〉９
月
17
日
㈷
〈
２

次
〉
10
月
４
日
㈭
～
11
日
㈭
⃝
応
募

資
格
＝
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

②
自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

⃝
試
験
＝〈
男
子
〉９
月
17
日
㈷〈
女

子
〉
９
月
23
日
㈰
～
26
日
㈬
⃝
応
募

資
格
＝
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

③
航
空
学
生
（
海
・
空
）

⃝
試
験
＝
〈
１
次
〉
９
月
22
日
㈷

〈
２
次
〉
10
月
13
日
㈯
～
18
日
㈭

〈
３
次
〉
２
次
試
験
合
格
者
に
連
絡

⃝
応
募
資
格
＝
高
卒
（
見
込
み
含

む
）
で
21
歳
未
満
の
男
女

④
看
護
学
生
（
陸
）

⃝
受
付
期
間
＝
９
月
３
日
㈪
～
10

月
１
日
㈪
⃝
試
験
＝
〈
１
次
〉
10

月
20
日
㈯
〈
２
次
〉
11
月
17
日
㈯

～
18
日
㈰
⃝
応
募
資
格
＝
高
卒（
見

込
み
含
む
）
で
21
歳
未
満
の
男
女

①
②
③
共
通

　

お
子
さ
ん
の
養
育
面
に
関
す
る

保
護
者
の
悩
み
や
心
配
事
に
対
し

て
教
育
・
医
療
・
福
祉
等
の
各
専

門
家
が
個
別
に
応
じ
、
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
８
月
２
日
㈭
10
時
～
17
時

⃝
会
場
＝
八
女
総
合
庁
舎
第
２
会

議
室
（
八
女
市
本
村
２
５
）

⃝
申
込
期
限
＝
７
月
12
日
㈭

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
教
育
委

員
会
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
養
育
費
な
ど

の
生
活
上
の
問
題
に
関
す
る
弁
護

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
。

⃝
日
時
＝
７
月
18
日
㈬
13
時
～
15
時

⃝
場
所
＝
柳
川
市
役
所
※
相
談
日

前
日
ま
で
に
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
に
要
予
約
。

⃝
予
約
電
話
＝
０
９
２
・
５
８
４
・

３
９
３
１
※
平
日
９
時
～
17
時

⃝
日
時
＝
７
月
21
日
㈯
10
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
久
留
米

⃝
相
談
内
容
＝
示
談
書
・
損
害
賠
償

請
求
書
等
の
作
成
等
（
予
約
不
要
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
行
政
書
士
会

（
☎
０
９
２
・
６
４
１
・
２
５
０
１
）

⃝
受
付
期
間
＝
８
月
１
日
㈬
～
９

月
７
日
㈮

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
八
女
地

域
事
務
所
（
☎
２
４
・
５
１
９
２
）

⃝
募
集
＝
薬
剤
師
１
人
程
度
（
９

月
１
日
採
用
予
定
）

⃝
受
験
資
格
＝
昭
和
52
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
で
有
資
格
者

⃝
試
験
日
＝
７
月
21
日
㈯

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
院
人
事
係

（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

⃝
受
付
＝
７
月
17
日
㈫
～
26
日
㈭

１
次
試
験
＝
９
月
16
日
㈰

⃝
受
験
資
格
＝
今
年
４
月
１
日
に

現
在
高
卒
後
２
年
以
内
の
人
お
よ

び
来
年
３
月
ま
で
に
高
卒
見
込
者

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
地
方
裁
判

所
（
☎
０
９
２・７
８
１・３
１
４
１
）

　

両
校
と
も
中
卒
者
対
象
と
す
る

３
年
間
の
教
育
に
よ
り
、
主
に
国

内
を
航
行
す
る
船
舶
の
航
海
士
・

機
関
士
を
養
成
し
ま
す
。

⃝
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
＝
▽
唐
津
校

７
月
21
日
㈯
、
10
月
20
日
㈯
▽
口
之

津
校
７
月
16
日
㈷
、
９
月
15
日
㈯

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
▽
唐
津
校
（
☎
０

９
５
５
・
７
２
・
８
２
６
９
）
▽
口
之

津
校（
☎
０
９
５
７・８
６・２
１
５
２
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者

の
会
」（
事
前
に
団
体
登
録
必
要
）

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
８
月
利
用
者
の
会
＝
７
月
21
日
㈯

⃝
時
間
・
学
校
名
＝
13
時
30
分
（
福

島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）、
14
時

15
分
～（
八
幡
小
、岡
山
小
、西
中
）、

15
時
～（
上
妻
小
、三
河
小
、南
中
）、

15
時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
北
汭
学
園
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

⃝
期
日
＝
７
月
29
日
㈰
13
時
30
分

～
15
時
30
分

⃝
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

⃝
内
容
＝
「
ひ
と
り
親
家
庭
の
福
祉

の
施
策
等
に
つ
い
て
」
※
託
児
希
望

者
は
、
７
月
25
日
ま
で
に
要
予
約
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
（
☎
０
９
２・５
８
４・３
９
２
２
）

　

水
俣
病
被
害
者
の
救
済
措
置
申

請
受
付
は
平
成
24
年
７
月
31
日
㈫

ま
で
で
す
。
か
つ
て
水
俣
湾
な
ど
の

汚
染
さ
れ
た
魚
な
ど
を
た
く
さ
ん

食
べ
た
人
で
あ
れ
ば
、
今
お
住
ま
い

の
住
所
に
限
ら
ず
申
請
で
き
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
熊
本
県
環
境
生

活
部
水
俣
病
保
健
課
（
☎
０
９
６
・

３
３
３
・
２
３
０
６
）

　

中
学
・
高
校
の
卒
業
予
定
者
を

採
用
す
る
場
合
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

「
求
人
申
込
書
」
を
提
出
く
だ
さ
い
。

⃝
募
集
日
程
＝
〈
中
学
校
〉
求
人
受

付
６
月
20
日
～
／
推
薦
・
紹
介
１
月

１
日
～
／
採
用
選
考
・
内
定
１
月
８

日
～
〈
高
校
〉
求
人
受
付
６
月
20
日

～
／
学
校
へ
の
求
人
申
込
７
月
１
日

～
／
学
校
か
ら
の
推
薦
９
月
５
日
～

／
採
用
選
考
・
内
定
９
月
16
日
～

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八

女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

⃝
対
象
＝
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡

く
し
た
戦
没
者
の
遺
児

⃝
参
加
費
＝
９
万
円

⃝
実
施
地
域
＝
旧
満
州
、
旧
ソ
連
、

モ
ン
ゴ
ル
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

中
国
、マ
リ
ア
ナ
諸
島
、東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾・

バ
シ
ー
海
狭
、
イ
ン
ド
等
※
日
程

等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
締
切
＝
７
月
９
日
㈪

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
㈶
日
本
遺
族
会

（
☎
０
３
・
３
２
６
１
・
５
５
２
１
）

自
衛
官

公
立
八
女
総
合
病
院

裁
判
所
職
員

障
害
児
巡
回
教
育
相
談

目
指
せ
未
来
の
船
長
・
機
関
長

小
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

行
政
書
士
交
通
事
故
無
料
相
談

母
子
・
父
子
家
庭
等
勉
強
会

水
俣
病
被
害
者
救
済
措
置

新
規
学
卒
予
定
者
求
人
受
付

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

ひ
と
り
親
家
庭
養
育
費
等

県
営
住
宅
入
居
者
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無料法律相談
◦ 7 月19日㈭（7/5 予約開始）、8 月2日
　㈭（7/25 予約開始）13:00～ 16:00 ／
　※予約・法務局八女支局☎２３・２６０３
◦ 7 月13 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 7 月 20 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦ 7 月 27 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域
    福祉センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦ 7 月 20 日 ㈮ 10:00 ～ 12:00／八女
　商工会議所　※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦7月12日㈭13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦7月20日㈮９:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家(立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦7月13日㈮13:00 ～14：00/矢部公民館
◦7月17日㈫10:00 ～11：00/黒木総合支所
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦7月6日㈮13:00 ～ 16:00/社会福祉会館
行政相談（総務課☎２３・１１１１）
◦7月18日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦7月4日㈬、18日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦7月9日㈪13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦7月9日㈪13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
司法書士相談（社協☎２３・０２９４）
◦7月13日㈮13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦7月20日㈮13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎２３・０２９４）
◦7月4日㈬、18日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦7月11日㈬、25日㈬13:30 ～
　16:00 ／地域福祉センター（上陽）

◦7月4日 ㈬、18日 ㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦7月11日㈬、25日㈬9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談
◦7月6日㈮13:00～15:00/商工会議所
税務相談
◦7月9日㈪10:00～15:00/商工会議所
経営支援相談会（中小企業診断士による巡回アドバイス）
◦毎週月曜日13:30～16:30/商工会議所
　※予約☎２２・５１６１
社会保険個別相談
◦7月18日㈬10:00～15:00/商工会議所
※久留米年金事務所へ要予約☎0942・33・6215
不動産相談
◦7月25日㈬13:00～15:00/商工会議所
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦7月17日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所102会議室
◦7月12日㈭９:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦7月13日㈮・17日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦7月17日㈫10:00～12:00／かがやき（立花）
◦7月26日㈭10:00 ～12:00 ／星野支所
家庭児童相談室
◦平日９:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
◦毎週火曜10:00 ～ 16:00 ／黒木総合
　支所　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総
　合庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜８:30～16:30 ／八女市役所

消費生活相談室☎23・1183
◦毎週水曜9:00～16:00 ／黒木総合支
所１階第３相談室☎４２・１１１１
消費生活無料法律相談
◦7月17日㈫13:00～16:00 ／八女市 役
消費生活相談室　※予約☎23・1183

教育相談
◦平日９:00～17:00／八女市教育研究
　所※予約☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日９:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:40
　／日本損害保険協会（☎092・713・7318）
犯罪被害者相談電話
◦平日９:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉
環境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ※予約☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司
法書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日19:00 ～ 20:00 ／福岡県青
年司法書士協議会（☎０９２・４７７・８１６０）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
八女市地域包括（本所内）☎23・1203
八女市東部地域包括（黒木総合支所
内）☎４２・１１１９

【高齢者相談センター】
八女市社会福祉協議会（☎23・0294）
／上陽支所（☎５４・３６２９）／黒木支
所（☎４２・２１３１）／立花支所（☎３７・
００３６）／矢部支所（☎４７・３１２３）
／星野支所（☎５２・３１６５）

火災出火件数   3件 （  18件）
救急出動件数 257件  （1,263件）
救急搬送人数 253人 （1,208人）

人身事故発生件数 35件 （165件）
傷　　者 43人 （222人）
死　　者 2人 （2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 68,910  (-47)
男 32,486  (-30)
女 36,424  (-17)

世帯数 24,008  (+23)
　※（　）内は前月比

出生 38 人 転入 152人
死亡 80 人 転出 157人

相談はお気軽にどうぞ

◦固定資産税（第2期）
◦国民健康保険税（第1期）
◦介護保険料（第1期）
◦後期高齢者医療保険料（第1期）
◦住宅家賃   ◦保育料

▼ 5 月の交通事故の状況

▼ 5 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（6 月1日現在）

▼ 5 月の異動
納期限・口座振替日は7月31日㈫

※納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると延滞
金が加算されることになります。※納付書をなくさ
れた人は担当課へご連絡ください。

７
月
に

納
め
る
も
の

電 話 相 談

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約
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▼
長
峰
保
育
所
の
お
茶

会
で
正
座
し
て
お
茶
を
い
た

だ
く
子
ど
も
た
ち
。「
苦
い
」と
い

う
声
が
多
い
か
と
思
い
き
や「
お

い
し
い
」「
も
う
一杯
飲
み
た
い
」。

や
は
り
、
お
茶
の
産
地 

八
女
の

子
ど
も
た
ち
だ
と
頼
も
し
く
思

い
ま
し
た
。（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
上
妻
ま
つ
り
で
再
びｍ
ｏ
ｎ
さ

ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
き
ま
し

た
。以
前
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か

ら
…
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
透
き
通
る
よ
う
な
歌
声
と

心
を
打
つ
ト
ー
ク
に
最
後
ま
で

席
を
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。「
あ
た
り
前
の
日
常
の

中
に
あ
る
幸
せ
に
気
付
い
て
」と

の
呼
び
掛
け
に
、日
々
感
謝
の
心

が
足
り
な
い
と
反
省
し
た
私
で

し
た
。（
Ｋ
・
Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

広報

■編集・発行　八女市役所市長公室秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
■E-mail：mail@city.yame.fukuoka.jp
※この広報紙は環境にやさしい再生紙、大豆油インクを使用しています

●問い合わせ　奥の院キャンプ場（☎47・2808）
／フォレスト花みずき（☎47・2430）／奥日向神
キャンプ場（☎47・2216）／大杣キャンプ場（☎
47・2167）／杣の里渓流公園（☎47・3000）

梅
雨
が
終
わ
る
と
夏
到
来
。
子

ど
も
た
ち
に
とって
待
ち
に
待
っ
た
楽

し
い
夏
休
み
。
夏
と
言
え
ば
…
海
！

山
！
川
！
そ
し
て
キ
ャン
プ
！
今
回
は

矢
部
村
に
あ
る
４
つ
の
キ
ャン
プ
場
を

紹
介
し
ま
す
。

☀
奥
の
院
キ
ャン
プ
場

矢
部
の
奥
の
院
に
ひっ
そ
り
と
た

た
ず
む
旧
小
学
校
の
木
造
校
舎
を

利
用
し
た
キャン
プ
場
。
同
窓
会
や
学

生
の
合
宿
な
ど
大
人
数
で
の
利
用
も

可
能
。
校
舎
前
の
グ
ラ
ウン
ド
や
テニス

コ
ー
ト
で
汗
を
流
し
、
山
に々
囲
ま
れ

た
大
自
然
の
中
で
の
バ
ーベキュー
、
外

の
美
し
い
緑
を
眺
め
な
が
ら
の
入
浴

も
で
き
ま
す
。　

☀
フ
ォレス
ト
花
み
ず
き

30
人
ま
で
収
容
可
能
な
キ
ャビ
ン

１
棟
と
雨
の
日
も
利
用
可
能
な
バーベ

キューハウス
が
あ
り
ま
す
。キ
ャビン
の

デッ
キ
で
ま
っ
た
り
と
く
つ
ろ
ぐ
こ
と

も
で
き
、
す
ぐ
横
に
流
れ
る
矢
部
川

の
せ
せ
ら
ぎ
や
森
の
中
か
ら
聞
こ
え

る
鳥
の
さ
え
ず
り
を
楽
し
め
る
最
高

の
場
所
で
す
。

☀
奥
日
向
神
キ
ャン
プ
場

ハ
ー
ト
岩
や
蹴
洞
岩
な
ど
が
そ
び

え
立
つ
日
向
神
峡
の
キ
ャン
プ
場
。
毎

年
夏
は
子
ど
も
連
れ
の
家
族
や
グ

ル
ー
プ
な
ど
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。
朝
早
起
き
し
て
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク

ワ
ガ
タ
を
採
り
に
行
っ
た
り
、
川
で
遊

ん
だ
り
、
大
自
然
の
中
で
充
実
し
た

時
間
が
過
ご
せ
る
は
ず
で
す
。

☀
大
杣
キ
ャン
プ
場

矢
部
川
の
清
流
沿
い
に
あ
る
キ
ャン

プ
場
。
川
遊
び
や
森
林
浴
の
ほ
か
昔

懐
か
し
い
五
右
衛
門
風
呂
に
入
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
近
く
に
は
南
北
朝

時
代
の
後
征
西
将
軍
良
成
親
王
の

御
陵
墓
が
あ
る
大
杣
公
園
が
あ
り
、

歴
史
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

す
て
き
な
夏
の
思
い
出
作
り
に
、

ぜ
ひ
キャン
プ
場へ
出
掛
け
ま
せ
ん
か
！

※本ページ右下のサービス券を、杣の里渓
流公園に持参されると渓流釣り体験の貸し
竿１セットを無料でレンタルできます。
（有効期限：平成24年8月31日）

茶
の
く
に　
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夏
を
満
喫 

矢
部
の
キャン
プ
場

よ
か
　
　

と
こ
巡
り

田中 陽
ひ な

菜ちゃん

Ｈ23年7月19日生（星野村）

食いしん坊で甘えん坊の
優クン♡お姉ちゃんと仲
良くたくましく育ってね！

お誕生日おめでとう♪
みんなを笑顔にしてく
れてありがとう♡

和海君お誕生日おめでと
う。明るく元気に育って
ね。いっぱい遊ぼうね‼

古賀 恵
けいせい

星ちゃん高橋 優
ゆうせい

晴ちゃん

井上 太
たいよう

陽ちゃん

Ｈ23年7月7日生（室岡）Ｈ23年7月5日生（亀甲）

Ｈ23年7月12日生（蒲原）
佐々木 和

か ず み

海ちゃん

Ｈ23年7月11日生（山内）

橋村 優
ゆ う き

希ちゃん

Ｈ23年7月20日生（納楚）

☆恵星へ☆
わんぱくでいい。
健やかに育て‼

優晴1歳おめでとう。こ
れからも笑顔がたえな
いゆうちゃんでいてネ♡

太陽1歳おめでとう♡
いつまでも明るく元気
な太陽でいてね。

お誕生日おめでとう！
ニコニコ笑顔で優しい
女の子になってね。

☆お誕生日おめでとう
☆元気に大きく育って
ね♡

☆祝１歳おめでとう☆と
あ、いつもみんなを癒
してくれてありがとう♡

1歳おめでとう♡お兄
ちゃんと仲良く笑顔いっ
ぱい元気に育ってね♡

あお君1歳おめでとう
♪すくすく元気に大き
くなってね♡

いっぱい笑って、お姉
ちゃんと仲良くのびの
び育ってね♡

♡祝♡1歳‼おめでと
う。いつまでもニコニ
コ笑顔忘れずにね♡

祝♡1歳！茉莉咲の笑
顔がみんな大好き♡優
しい女の子になってね！

♡ゆめと♡お誕生日おめでと
う。かれんネェと仲良く元気
いっぱいのゆめとになってね☆

♡誕生日おめでとう。バナ
ナが大好きな駿太くん。健
やかにすくすく育ってね！

祝♥１歳。
幸せな毎日をありがと
う。だ～いすきすき‼

宮田 蒼
あ お と

士ちゃん

亀山 倖
こ う た

汰ちゃん 浅川 莉
り こ

子ちゃん

尾家 茉
ま り さ

莉咲ちゃん元田 惟
ゆ め と

希叶ちゃん 中尾 駿
しゅんた

太ちゃん

靏 幸
こ う き

輝ちゃん

入部 七
な み

海ちゃん 木下 維
い つ き

月ちゃん西江 翔
と あ

空ちゃん

井上 結
ゆ な

愛ちゃん

Ｈ23年7月9日生（蒲原）

Ｈ23年7月22日生（室岡） Ｈ23年7月26日生（蒲原）

Ｈ23年7月8日生（白木）Ｈ23年7月6日生（国武） Ｈ23年7月8日生（下辺春）

Ｈ23年7月26日生（本分）

Ｈ23年7月17日生（矢部村） Ｈ23年7月19日生（納楚）Ｈ23年7月10日生（本）

Ｈ23年7月28日生（本村）

観
光
振
興
課 

い
で

杣
の
里
渓
流
公
園

貸し竿１セット
 無

料

H2
4.8
.31

有
効
期
限茶のくに サ

ービス券

杣の里渓流公園「渓流釣り体験」
矢部川源流でヤマメ釣りにチャレンジ！釣った
ヤマメはその場で塩焼きに！
▽貸し竿レンタル１セット＝300円　▽ヤマメ
釣１匹＝500円　▽営業日＝土日祝祭日（平日
は要予約）▽営業時間＝10時～17時　▽受
付時間＝10時～15時30分

おたんじょうび
おめでとう

奥八女で
ステキな
夏の思い出た
くさん作りま
しょう！

満１歳のお子さまの写真を募集して
います。名前・生年月日・住所・簡
単なコメント（30字以内）を添えて、
誕生日前月の7日までに直接お持ち
いただくか、郵送でお申し込みくだ
さい。応募多数の場合は先着順と
なります。●申し込み＝市長公室秘
書広報係（☎23・1110）

♪♩♬♪♪♬♩♪♩♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩
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